
(様式第 10) 

   順大発本第 29-  号  

平成 29 年 10 月 4 日  

  厚生労働大臣        殿 

開設者名  小川 秀興 (印) 

 

順天堂大学医学部附属順天堂医院の業務に関する報告について 

 

 標記について、医療法（昭和 23 年法律第 205 号）第 12 条の 3 第 1 項及び医療法施行規則（昭和 23

年厚生省令第 50 号）第 9 条の 2 の 2 の第 1 項の規定に基づき、平成 28 年度の業務に関して報告しま

す。 

記 

1 開設者の住所及び氏名 

 住   所 〒113-8421 東京都文京区本郷２－１－１ 

 氏   名 学校法人 順天堂 理事長 小川 秀興 

(注) 開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には

法人の名称を記入すること。 

 

2 名  称 

 順天堂大学医学部附属順天堂医院 

 

3 所在の場所 

〒113-8431 
 東京都文京区本郷３－１－３               電話( 03 ) 3813 － 3111 
 

4 診療科名 

4-1 標榜する診療科名の区分 

1 医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜 

2 医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、が

ん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以

上の診療科名を標榜 
(注) 上記のいずれかを選択し、番号に○印を付けること。 

 

4-2 標榜している診療科名 

(1)内科 

内科 有 ・ 無 

 内科と組み合わせた診療科名等 

  1呼吸器内科         2消化器内科           3循環器内科          4腎臓内科           

  5神経内科           6血液内科             7内分泌内科          8代謝内科           

  9感染症内科         10アレルギー疾患内科またはアレルギー科     11リウマチ科 

 診療実績 
 
 
 
(注) 1 「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名の番号に〇印を付

けること。 

 2 「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していな

い診療科がある場合、その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載す

ること。 

 



(2)外科 

外科 有 ・ 無 

 外科と組み合わせた診療科名 

  1呼吸器外科           2消化器外科          3乳腺外科           4心臓外科           

  5血管外科             6心臓血管外科        7内分泌外科         8小児外科 

 診療実績 
 
 
 
(注) 1 「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名の番号に〇印を付け

ること。 

2 「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外

科」「血管外科」「心臓血管外科」「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科が

ある場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を記載すること（「心臓血管外科」を標榜し

ている場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして差し支えないこ

と）。 

 

(3)その他の標榜していることが求められる診療科名 

 1精神科  2小児科  3整形外科  4脳神経外科  5皮膚科  6泌尿器科  7産婦人科 

 8産科   9婦人科  10眼科     11耳鼻咽喉科  12放射線科  13放射線診断科   
14放射線治療科  15麻酔科  16救急科 

(注） 標榜している診療科名の番号に〇印を付けること。 

 

(4)歯科 

歯科 有 ・ 無 

歯科と組み合わせた診療科名 

  1小児歯科   2矯正歯科  3口腔外科 

 歯科の診療体制 
 
 

 
(注) 1 「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名の番

号に〇印を付けること。 

2 「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜し

ている診療科名として「歯科」を含まない病院については記入すること。 

 

(5)(1)～(4)以外でその他に標榜している診療科名 

  1 形成外科 2 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科 3 腫瘍内科 4 緩和ケア内科 5 病理診断科 6       7      

  8           9         10          11          12           13          14 

 15          16         17          18          19           20          21 

(注) 標榜している診療科名について記入すること。 

 

5 病床数 

 精 神     感染症     結 核     療 養     一 般      合 計  

15床 床 床 床 1,011床 1,026床 

 

 

 

 

 



6 医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数 

 

  職  種  常 勤  非常勤  合 計   職  種  員 数   職   種 員 数 

 医  師        933人  285人 1057.6人  看 護 補 助 者          123人 診療エックス線技師      人 

 歯 科 医 師         4人   12人    9.2人  理 学 療 法 士          32人 臨床 

 

検査 

臨床検査技師    4人 

 薬 剤 師        100人   1人  100.4人  作 業 療 法 士             8人 衛生検査技師   100人 

 保 健 師           人    人       人  視 能 訓 練 士            15人 そ の 他           人 

 助 産 師         35人   1人   35.7人  義 肢 装 具 士              人 あん摩マッサージ指圧師      人 

 看 護 師       1,102人   33人 1,116.4人  臨 床 工 学 士   33人 医療社会事業従事者    21人 

 准 看 護 師           人    人       人  栄  養  士              人 その他の技術員           22人 

 歯科衛生士     6人   0人     6人  歯 科 技 工 士            人 事 務 職 員         239人 

 管理栄養士    15人   0人    15人  診療放射線技師    75人 その他の職員           10人 

(注) 1 報告書を提出する年度の 10 月１日現在の員数を記入すること。 

    2 栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。 

     3 「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した      

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 2 位を切り捨て、小数点以下 1 位まで算出して記入

すること。それ以外の欄には、それぞれの員数の単純合計員数を記入すること。 

 

7  専門の医師数                        

専門医名 人 数 専門医名 人 数 

総合内科専門医 常勤 52・非常勤 20 人 眼 科 専 門 医 常勤 30・非常勤 11 人 

外 科 専 門 医 常勤 72・非常勤 20 人 耳鼻咽喉科専門医 常勤 10・非常勤 5 人 

精 神 科 専 門 医 常勤 9・非常勤 7 人 放射線科専門医 常勤 14・非常勤 5 人 

小 児 科 専 門 医 常勤 48・非常勤 11 人 脳神経外科専門医 常勤 19・非常勤 7 人 

皮 膚 科 専 門 医 常勤 14・非常勤 0 人 整形外科専門医 常勤 27・非常勤 7 人 

泌尿器科専門医 常勤 11・非常勤 5 人 麻 酔 科 専 門 医 常勤 54・非常勤 10 人 

産婦人科専門医 常勤 26・非常勤 2 人 救 急 科 専 門 医 常勤 3・非常勤 0 人 

  合 計 常勤 389・非常勤 110

人 

(注) 1 報告書を提出する年度の 10 月１日現在の員数を記入すること。 

2 人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した       

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 1 位を切り捨て、整数で算出して記入すること。 

 

8 管理者の医療に係る安全管理の業務の経験 

管理者名（ 天野 篤    ） 任命年月日 平成 28 年 4 月 1 日 

2013 年 12 月～2016 年 3 月 

 医療安全管理担当副院長として医療安全管理委員会出席 

 医療機器安全管理責任者として業務担当 

 

 

  



9 前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数 

  歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数 

   歯 科 等 以 外   歯 科 等   合   計 

 １日当たり平均入院患者数        969.7人                0人           969.7人 

 １日当たり平均外来患者数             4,261.0人              49.7人          4,310.7人 

 １日当たり平均調剤数                                                             6,602剤 

必要医師数 334人  
必要歯科医師数 2人  
必要薬剤師数 83人  

必要（准）看護師数 627人  
（注)1 「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯 

科等以外」欄にはそれ以外の診療料を受診した患者数を記入すること。 

  2 入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の 24 時現在の在院患者数の合計)を暦

日で除した数を記入すること。 

  3 外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除

した数を記入すること。 

  4 調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した

数を記入すること。 

     5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法

施行規則第二十二条の二の算定式に基づき算出すること。 

 

10 施設の構造設備 

 施 設 名  床面積  主要構造       設    備    概    要 

集中治療室 

 

 

 902.4m 2 

 

 

鉄骨 

RC造 

 

   病 床 数  37床  心  電  計  有・無 

   人工呼吸装置  有・無  心細動除去装置  有・無 

   その他の救急蘇生装置  有・無  ペースメーカー  有・無 

無菌病室等 

 

［固定式の場合］ 床面積    59.71m 2      病床数       4床 

［移動式の場合］ 台 数      2台 

医 薬 品 

情報管理室 

［専用室の場合］ 床  積  75.1m 2 

［共用室の場合］ 共用する室名 

化学検査室 313.15m 2 SRC   （主な設備）1号館増築棟7階 

細菌検査室 88.32m 2 SRC   （主な設備）1号館増築棟7階 

病理検査室 116.95m 2 鉄骨/RC/SRC   （主な設備）1号館5階、B棟5階、4号館8階 

病理解剖室  68.50m 2 鉄骨   （主な設備）1号館地下3階 

研 究 室 4,044.17m 2    （主な設備）9号館、10号館 

講 義 室 2,747.65m 2     室数     38室  収容定員            人 

図 書 室 800.14m 2     室数      2室  蔵 書 数   127,600冊程度 

(注) 1 主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。 

  2 主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。 

  



11 紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値 

紹 介 率 69．6％ 逆 紹 介 率  69．4 ％ 
算

出

根

拠 

Ａ：紹 介 患 者 の 数                                                       32,339人 

Ｂ：他の病院又は診療所に紹介した患者の数                                    34,529人 

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数                                     2,308人 

Ｄ：初 診 の 患 者 の 数                                                       49,770人 

(注) 1 「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入する

こと。 

2  「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入すること。 

3 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。 

 

12 監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

尾崎 治夫 東京都医師会会長 〇 現医師会長として厳正

な監査が実施できる 

有・無 医療に係る安全管理

に関する識見を有す

る者 

浅田 真弓 (公社)日本精神科病

院協会指定弁護士 

 病院管理学修士修了者

であり医療に詳しい弁

護士として選定 

有・無 法律に関する識見を

有する者 

村山 徹 アクセンチュア代表

取締役社長 

 診療情報 WG の委員を

経験している 

有・無 医療を受ける者その

他の医療従事者以外

の者 

    有・無  

    有・無  

    有・無  

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 

 

13 監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況 

委員名簿の公表の有無 有・無 

委員の選定理由の公表の有無 有・無 

公表の方法 

 

 

 

 

 



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

4人　

23人　

23人　

4人　

0人　

1人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

前眼部三次元画像解析

LDLアフェレシス療法

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

神経変性疾患の遺伝子診断

家族性アルツハイマー病の遺伝子診断

多焦点眼内レンズを用いた水晶体再建術

角膜ジストロフィーの遺伝子解析

（様式第2）



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

先　進　医　療　の　種　類   

パクリタキセル静脈内投与（1週間に1回投与するものに限る）及びカルボプラチン腹腔内投与
（3週間に1回投与するものに限る）の併用療法（上皮性卵巣がん、卵管がん又は原発性腹膜がん）
ペメトレキセド静脈内投与及びシスプラチン静脈内投与の併用療法　肺がん（扁平上皮肺がん及び小細胞
肺がんを除き、病理学的見地から完全に切除されたと判断されるものに限る）

コレステロール塞栓症に対する血液浄化療法　コレステロール塞栓症

アルテプラーゼ静脈内投与による血栓溶解療法　急性脳梗塞（当該疾病の症状の発症時刻が明らかでな
い場合に限る）
切除支援のための気管支鏡下肺マーキング法　微小肺病変（肺悪性腫瘍が疑われ、又は診断のついた定
型的な肺葉間以外の切離線の設定が必要なものであり、かつ、術中に同定することが困難と予測され、切
除マージンの確保に注意を要するものに限る。）

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



3　その他の高度の医療

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

高度の医療の提供の実績

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療
を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該
医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

（様式第2）



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 7 56 ベーチェット病 190
2 筋萎縮性側索硬化症 33 57 特発性拡張型心筋症 58
3 脊髄性筋萎縮症 5 58 肥大型心筋症 23
4 原発性側索硬化症 1 59 拘束型心筋症 1
5 進行性核上性麻痺 72 60 再生不良性貧血 46
6 パーキンソン病 1686 61 自己免疫性溶血性貧血 2
7 大脳皮質基底核変性症 26 62 発作性夜間ヘモグロビン尿症 1
8 ハンチントン病 1 63 特発性血小板減少性紫斑病 126
9 神経有棘赤血球症 64 血栓性血小板減少性紫斑病
10 シャルコー・マリー・トゥース病 6 65 原発性免疫不全症候群 44
11 重症筋無力症 217 66 IgＡ 腎症 46
12 先天性筋無力症候群 67 多発性嚢胞腎 124
13 多発性硬化症／視神経脊髄炎 326 68 黄色靱帯骨化症 5

14
慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運

動ニューロパチー
38 69 後縦靱帯骨化症 46

15 封入体筋炎 70 広範脊柱管狭窄症 5
16 クロウ・深瀬症候群 1 71 特発性大腿骨頭壊死症 46
17 多系統萎縮症 53 72 下垂体性ADH分泌異常症 16
18 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 93 73 下垂体性TSH分泌亢進症 2
19 ライソゾーム病 9 74 下垂体性PRL分泌亢進症 16
20 副腎白質ジストロフィー 2 75 クッシング病 5
21 ミトコンドリア病 12 76 下垂体性ゴナドトロピン分泌亢進症 1
22 もやもや病 41 77 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 28
23 プリオン病 78 下垂体前葉機能低下症 57
24 亜急性硬化性全脳炎 1 79 家族性高コレステロール血症（ホモ接合体）
25 進行性多巣性白質脳症 80 甲状腺ホルモン不応症
26 HTLV-1関連脊髄症 81 先天性副腎皮質酵素欠損症
27 特発性基底核石灰化症 1 82 先天性副腎低形成症
28 全身性アミロイドーシス 6 83 アジソン病 1
29 ウルリッヒ病 84 サルコイドーシス 195
30 遠位型ミオパチー 85 特発性間質性肺炎 30
31 ベスレムミオパチー 86 肺動脈性肺高血圧症 24
32 自己貪食空胞性ミオパチー 1 87 肺静脈閉塞症／肺毛細血管腫症
33 シュワルツ・ヤンペル症候群 88 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 22
34 神経線維腫症 22 89 リンパ脈管筋腫症 202
35 天疱瘡 50 90 網膜色素変性症 179
36 表皮水疱症 17 91 バッド・キアリ症候群 2
37 膿疱性乾癬（汎発型） 11 92 特発性門脈圧亢進症 5
38 スティーヴンス・ジョンソン症候群 93 原発性胆汁性肝硬変 83
39 中毒性表皮壊死症 94 原発性硬化性胆管炎 7
40 高安動脈炎 66 95 自己免疫性肝炎 11
41 巨細胞性動脈炎 4 96 クローン病 107
42 結節性多発動脈炎 35 97 潰瘍性大腸炎 578
43 顕微鏡的多発血管炎 28 98 好酸球性消化管疾患
44 多発血管炎性肉芽腫症 38 99 慢性特発性偽性腸閉塞症 1
45 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 13 100 巨大膀胱短小結腸腸管蠕動不全症
46 悪性関節リウマチ 60 101 腸管神経節細胞僅少症
47 バージャー病 21 102 ルビンシュタイン・テイビ症候群
48 原発性抗リン脂質抗体症候群 3 103 CFC症候群
49 全身性エリテマトーデス 1094 104 コステロ症候群
50 皮膚筋炎／多発性筋炎 175 105 チャージ症候群
51 全身性強皮症 338 106 クリオピリン関連周期熱症候群
52 混合性結合組織病 225 107 全身型若年性特発性関節炎
53 シェーグレン症候群 127 108 TNF受容体関連周期性症候群
54 成人スチル病 25 109 非典型溶血性尿毒症症候群 1
55 再発性多発軟骨炎 2 110 ブラウ症候群

4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）



4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
111 先天性ミオパチー 2 161 家族性良性慢性天疱瘡
112 マリネスコ・シェーグレン症候群 162 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 6
113 筋ジストロフィー 14 163 特発性後天性全身性無汗症
114 非ジストロフィー性ミオトニー症候群 164 眼皮膚白皮症
115 遺伝性周期性四肢麻痺 165 肥厚性皮膚骨膜症
116 アトピー性脊髄炎 166 弾性線維性仮性黄色腫
117 脊髄空洞症 3 167 マルファン症候群 4
118 脊髄髄膜瘤 1 168 エーラス・ダンロス症候群
119 アイザックス症候群 6 169 メンケス病
120 遺伝性ジストニア 170 オクシピタル・ホーン症候群
121 神経フェリチン症 171 ウィルソン病 2
122 脳表ヘモジデリン沈着症 172 低ホスファターゼ症

123
禿頭と変形性脊椎症を伴う常染色体劣性

白質脳症
173 VATER症候群

124
皮質下梗塞と白質脳症を伴う常染色体優

性脳動脈症
174 那須・ハコラ病

125
神経軸索スフェロイド形成を伴う遺伝性び

まん性白質脳症
1 175 ウィーバー症候群

126 ペリー症候群 176 コフィン・ローリー症候群
127 前頭側頭葉変性症 2 177 有馬症候群
128 ビッカースタッフ脳幹脳炎 178 モワット・ウィルソン症候群
129 痙攣重積型（二相性）急性脳症 179 ウィリアムズ症候群
130 先天性無痛無汗症 180 ＡＴＲ－Ｘ症候群
131 アレキサンダー病 181 クルーゾン症候群
132 先天性核上性球麻痺 182 アペール症候群
133 メビウス症候群 1 183 ファイファー症候群
134 中隔視神経形成異常症/ドモルシア症候群 184 アントレー・ビクスラー症候群
135 アイカルディ症候群 185 コフィン・シリス症候群
136 片側巨脳症 186 ロスムンド・トムソン症候群
137 限局性皮質異形成 187 歌舞伎症候群
138 神経細胞移動異常症 188 多脾症候群
139 先天性大脳白質形成不全症 189 無脾症候群
140 ドラベ症候群 190 鰓耳腎症候群
141 海馬硬化を伴う内側側頭葉てんかん 2 191 ウェルナー症候群
142 ミオクロニー欠神てんかん 192 コケイン症候群
143 ミオクロニー脱力発作を伴うてんかん 193 プラダー・ウィリ症候群 1
144 レノックス・ガストー症候群 194 ソトス症候群
145 ウエスト症候群 195 ヌーナン症候群
146 大田原症候群 196 ヤング・シンプソン症候群
147 早期ミオクロニー脳症 197 １p36欠失症候群
148 遊走性焦点発作を伴う乳児てんかん 198 ４p欠失症候群
149 片側痙攣・片麻痺・てんかん症候群 199 ５p欠失症候群
150 環状20番染色体症候群 200 第14番染色体父親性ダイソミー症候群
151 ラスムッセン脳炎 201 アンジェルマン症候群
152 ＰＣＤＨ19関連症候群 202 スミス・マギニス症候群
153 難治頻回部分発作重積型急性脳炎 203 22q11.2欠失症候群

154
徐波睡眠期持続性棘徐波を示すてんかん

性脳症
204 エマヌエル症候群

155 ランドウ・クレフナー症候群 205 脆弱Ｘ症候群関連疾患
156 レット症候群 206 脆弱X症候群
157 スタージ・ウェーバー症候群 7 207 総動脈幹遺残症
158 結節性硬化症 12 208 修正大血管転位症
159 色素性乾皮症 209 完全大血管転位症
160 先天性魚鱗癬 1 210 単心室症



4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数

211 左心低形成症候群 259
レシチンコレステロールアシルトランスフェ

ラーゼ欠損症
212 三尖弁閉鎖症 260 シトステロール血症
213 心室中隔欠損を伴わない肺動脈閉鎖症 261 タンジール病
214 心室中隔欠損を伴う肺動脈閉鎖症 262 原発性高カイロミクロン血症
215 ファロー四徴症 263 脳腱黄色腫症
216 両大血管右室起始症 264 無βリポタンパク血症
217 エプスタイン病 265 脂肪萎縮症
218 アルポート症候群 1 266 家族性地中海熱
219 ギャロウェイ・モワト症候群 267 高ＩｇＤ症候群
220 急速進行性糸球体腎炎 4 268 中條・西村症候群

221 抗糸球体基底膜腎炎 269
化膿性無菌性関節炎・壊疽性膿皮症・アク

ネ症候群
222 一次性ネフローゼ症候群 32 270 慢性再発性多発性骨髄炎
223 一次性膜性増殖性糸球体腎炎 1 271 強直性脊椎炎 108
224 紫斑病性腎炎 272 進行性骨化性線維異形成症
225 先天性腎性尿崩症 273 肋骨異常を伴う先天性側弯症
226 間質性膀胱炎（ハンナ型） 1 274 骨形成不全症
227 オスラー病 1 275 タナトフォリック骨異形成症
228 閉塞性細気管支炎 276 軟骨無形成症
229 肺胞蛋白症（自己免疫性又は先天性） 2 277 リンパ管腫症/ゴーハム病
230 肺胞低換気症候群 1 278 巨大リンパ管奇形（頚部顔面病変）

231 α1－アンチトリプシン欠乏症 1 279
巨大静脈奇形（頚部口腔咽頭びまん性病

変）
232 カーニー複合 280 巨大動静脈奇形（頚部顔面又は四肢病変） 1
233 ウォルフラム症候群 281 クリッペル・トレノネー・ウェーバー症候群 1

234
ペルオキシソーム病（副腎白質ジストロ

フィーを除く。）
282 先天性赤血球形成異常性貧血

235 副甲状腺機能低下症 1 283 後天性赤芽球癆 4
236 偽性副甲状腺機能低下症 284 ダイアモンド・ブラックファン貧血
237 副腎皮質刺激ホルモン不応症 285 ファンコニ貧血
238 ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化症 286 遺伝性鉄芽球性貧血
239 ビタミンＤ依存性くる病/骨軟化症 287 エプスタイン症候群
240 フェニルケトン尿症 288 自己免疫性出血病XIII
241 高チロシン血症1型 289 クロンカイト・カナダ症候群
242 高チロシン血症2型 290 非特異性多発性小腸潰瘍症
243 高チロシン血症3型 291 ヒルシュスプルング病（全結腸型又は小腸
244 メープルシロップ尿症 292 総排泄腔外反症
245 プロピオン酸血症 293 総排泄腔遺残
246 メチルマロン酸血症 294 先天性横隔膜ヘルニア
247 イソ吉草酸血症 295 乳幼児肝巨大血管腫
248 グルコーストランスポーター1欠損症 296 胆道閉鎖症 4
249 グルタル酸血症1型 297 アラジール症候群 1
250 グルタル酸血症2型 298 遺伝性膵炎 1
251 尿素サイクル異常症 299 嚢胞性線維症
252 リジン尿性蛋白不耐症 300 ＩｇＧ４関連疾患 8
253 先天性葉酸吸収不全 301 黄斑ジストロフィー 2
254 ポルフィリン症 302 レーベル遺伝性視神経症 2
255 複合カルボキシラーゼ欠損症 303 アッシャー症候群 1
256 筋型糖原病 304 若年発症型両側性感音難聴
257 肝型糖原病 1 305 遅発性内リンパ水腫

258
ガラクトース－１－リン酸ウリジルトランス

フェラーゼ欠損症
306 好酸球性副鼻腔炎 7



4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
307 カナバン病 319 セピアプテリン還元酵素（ＳＲ）欠損症

308 進行性白質脳症 320
先天性グリコシルホスファチジルイノシトー

ル（GPI）欠損症
309 進行性ミオクローヌスてんかん 321 非ケトーシス型高グリシン血症
310 先天異常症候群 322 β―ケトチオラーゼ欠損症
311 先天性三尖弁狭窄症 323 芳香族L－アミノ酸脱炭酸酵素欠損症
312 先天性僧帽弁狭窄症 324 メチルグルタコン酸尿症
313 先天性肺静脈狭窄症 325 遺伝性自己炎症疾患
314 左肺動脈右肺動脈起始症 326 大理石骨病

315
ネイルパテラ症候群（爪膝蓋骨症候群）／Ｌ

ＭＸ１Ｂ関連腎症
327

特発性血栓症（遺伝性血栓性素因によるも
のに限る。）

316 カルニチン回路異常症 328 前眼部形成異常
317 三頭酵素欠損症 329 無虹彩症
318 シトリン欠損症 330 先天性気管狭窄症

（注）　「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療科）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・
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（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

高度の医療の提供の実績

　・ 　・

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

（様式第2）



7　診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

　・ 　・

　・

　・

　・

　・ 　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・ 　・

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技
術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

　・

　・

　・

(注） 　「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

週3～4回
月13～15回

剖　検　の　状　況

　・

　・

剖検症例数　　　　45　例　　　／　　剖検率      　10.3　%

（様式第2）



1  研究費補助等の実績

金   額

補
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補
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補
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委

（様式第3）

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

平滑筋細胞におけるオートファジーの機能解析 三田　智也
日本学術
振興会

慢性期虚血性白質障害における損傷メカニズム
と細胞間の防御作用の検討

宮元　伸和
日本学術
振興会

1,200,000神経学講座

1,200,000
院・代謝内分泌内科
学

食事摂取脂肪酸が虚血再灌流前後の心筋脂肪
酸代謝に与える影響の解明と介入方法の確立

比企　誠
日本学術
振興会

多血小板血漿による組織修復促進機序の解明と
至適調整法の確立

斎田　良知
日本学術
振興会

1,400,000整形外科学講座

幹細胞と増殖因子徐放剤の併用による成熟血管
再生と再生組織"血管化"基盤技術の開発

水野　博司
日本学術
振興会

糖尿病性潰瘍対する慢性炎症を標的とした実用
的細胞治療法の確立

田中　里佳
日本学術
振興会

2,600,000院・形成・再建外科学

4,300,000形成外科学講座

糖尿病状態における細胞変容とオートファジー 綿田　裕孝
日本学術
振興会

腸管免疫による自己免疫制御法の開発 三宅　幸子
日本学術
振興会

3,700,000院・免疫学

4,200,000
院・代謝内分泌内科
学

ミトコンドリア病としてのパーキンソン病の共通発
症機序の解明

今居　譲
日本学術
振興会

自己免疫疾患の病態を制御するTIM分子の機能
解明

奥村　康
日本学術
振興会

3,600,000院・免疫学

3,400,000
寄付・ﾊﾟｰｷﾝｿﾝ病病
態解明研究

妊娠高血圧症候群の新規バイオマーカーによる
多元的病態評価法の確立

濱村　憲佑
日本学術
振興会

蝸牛有毛細胞におけるカベオリン分子の動態解
析

安齋　崇
日本学術
振興会

1,100,000耳鼻咽喉科学講座

1,100,000産婦人科学講座

日本学術
振興会

「希少がん」胞巣状軟部肉腫の新規治療法開発 向井原　健太
日本学術
振興会

1,100,000整形外科学講座

1,100,000
寄付・神経難病治療
開発講座

常深　泰司

日本学術
振興会

リソソーム病の病態とパーキンソン病発症機序の
関与の検討

王子　悠
日本学術
振興会

寄付・運動器・腫瘍性
疾患病態学

1,100,000

日本学術
振興会

CD26分子を介した免疫制御機構の解明と自己
免疫疾患への臨床応用の基盤研究

森本　幾夫
日本学術
振興会

5,700,000
寄付・免疫病・がん先
端治療学

9,700,000院・消化器内科学

日本学術
振興会

寄付・免疫病・がん先
端治療学

4,400,000院・神経学

日本学術
振興会

2,700,000整形外科学講座

4,400,000

日本学術
振興会

4,900,000

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

院・神経学

5,000,000
院・代謝内分泌内科
学

綿田　裕孝
平滑筋オートファジー不全に基づく血管不全病
態の解明

リソソーム機能によるオートファジー調節機構の
解明とそれに基づくPD治療薬開発

斉木　臣二

アスリートパラドックスの全容解明と臨床応用の検
討

河盛　隆造

パーキンソン病病態解析に基づくオートファジー
調節化合物の開発

斉木　臣二

遺伝性パーキンソン病における脂質組成の分析
及び組成変化が及ぼす病態への関与

服部　信孝

日本学術
振興会

GVHDにおける炎症の慢性化と多臓器線維化の
制御及び新規治療法開発の基盤研究

大沼　圭

エキソソームをターゲットとしたパーキンソン病の
病態解明と新規治療法の開発

「希少癌」骨軟部腫瘍の迅速な新規治療法の開
発

末原　義之

核マトリクス蛋白を標的としたオートファジー関連
消化器難病疾患の早期診断法の開発

渡辺　純夫

早期変形性関節症の関節軟骨破壊機構解析と
それに基づく診断・治療法開発の基礎研究

岡田　保典

研 究 課 題 名

16,100,000院・神経学

院・代謝内分泌内科
学

3,500,000

5,700,000

神経学講座

1,600,000循環器内科学講座
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日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

次世代シーケンサーを用いた新規パーキンソン
病原因遺伝子の単離

西岡　健弥
日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

パーキンソン病原因遺伝子変異によるシナプス
小胞動態異常と治療標的遺伝子探索

井下　強

神経変性疾患におけるCHCHD2遺伝子の関連
解明

李　元哲

リンパ脈管筋腫症におけるリンパ管内皮間葉転
換の病態関与の証明

瀬山　邦明
日本学術
振興会

iPLA2βの機能解析によるパーキンソン病の病態
解明

波田野　琢
日本学術
振興会

1,800,000呼吸器内科学講座

1,600,000神経学講座

免疫チェックポイント蛋白PD-1ホモログを標的と
した新規抗体治療開発

原田　紀宏
日本学術
振興会

肺血管内皮細胞の内皮間葉系転換におけるエク
ソソームの役割

長岡　鉄太郎
日本学術
振興会

1,400,000呼吸器内科学講座

1,400,000呼吸器内科学講座

スギ花粉症合併喘息患者における舌下免疫療法
の新規バイオマーカー樹立

伊藤　潤
日本学術
振興会

肺癌におけるヒストンメチル化による癌抑制遺伝
子不活化の解明

田島　健
日本学術
振興会

1,300,000呼吸器内科学講座

1,400,000呼吸器内科学講座

心臓リモデリング抑制のための最適な抗炎症療
法の検討

天野　篤
日本学術
振興会

心筋由来血清マイクロＲＮＡと心エコー血行動態
指標の併用による心不全発症リスク管理

加藤　倫子
日本学術
振興会

2,400,000院・心臓血管外科学

院・心臓血管外科学 500,000

潰瘍性大腸炎の腸内細菌と免疫応答の解明（抗
菌剤併用便移植療法の確立を目指して）

石川　大
日本学術
振興会

新規な脂肪肝増悪因子G０S２蛋白によるインスリ
ン抵抗性発症機序の解明

佐藤　博亮
日本学術
振興会

1,600,000消化器内科学講座

代謝内分泌学講座

動脈硬化進展における性差・社会心理学的機序
の解明に関する前向きコホート研究

野田　愛
（池田愛）

日本学術
振興会

不明熱症例に対する 全国の多施設共同による
前向き症例登録研究

内藤　俊夫
日本学術
振興会

1,200,000院・総合診療科学

公衆衛生学講座

改良型CTCチップを新たに用いた大腸癌CTCの
がんマーカー開発

冨木　裕一
日本学術
振興会

血糖コントロールに関するヘルスリテラシーを含
めた患者側要因の解明

横川　博英
日本学術
振興会

1,200,000総合診療科研究室

肺癌におけるRASA1遺伝子変異の機能解析 林　大久生
日本学術
振興会

膵管内乳頭粘液性腫瘍発癌過程でのマイクロ
RNAとシグナル伝達系活性化の関連の解明

福村　由紀
日本学術
振興会

2,300,000人体病理病態学講座

1,500,000人体病理病態学講座

がん微小環境のSecretome 解析にもとづく革新
的抗体治療

福原　武志
日本学術
振興会

初期嗅覚回路形成における嗅プラコード由来移
動細胞の役割

村上　志津子
日本学術
振興会

1,500,000
寄付・神経疾患病態
構造学講座

1,500,000
寄付・神経難病治療
開発講座

EBウイルス関連腫瘍に対するiPS細胞由来T細胞
療法の開発

安藤　美樹

周辺環境による膵β細胞新生誘導機構の解明 宮塚　健

脳梗塞におけるMAIT細胞制御と新規治療法に
関する研究

田中　亮太

FcγRIIB欠損マウスを用いたRAとSLEの疾患特
異性におけるIL-10の役割

天野　浩文

変異CALR遺伝子によるサイトカイン受容体活性
化の分子基盤の解明

荒木　真理人

小児炎症性腸疾患におけるガレクチン９の免疫
調節機能とその治療戦略

工藤　孝広

自己免疫･喘息疾患におけるヒト遊離型TIM-4の
検出･機能解析と病態的意義

秋葉　久弥

1,200,000

1,800,000
消外(下部消化管外
科)

2,100,000

1,400,000神経学講座

1,400,000神経学講座

1,300,000
寄付・糖尿病治療標
的探索医学

1,200,000神経学講座

1,200,000
寄付・多発性硬化症・
神経難病

1,100,000輸血学研究室

1,300,000
院・輸血・幹細胞制御
学

1,400,000
院・膠原病・ﾘｳﾏﾁ内
科学

1,400,000院・免疫学

1,500,000小児科学講座
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日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

脂肪組織由来幹細胞を用いた再生医療による難
治性皮膚疾患の治療法開発

長谷川　敏男

マルチモーダル磁気共鳴イメージングを用いた
脊髄脊椎疾患の評価法の確立

堀　正明

多発性硬化症、視神経脊髄炎における次世代拡
散MRIの応用

吉田　茉莉子

ゲノム解析による円形脱毛症疾患感受性遺伝子
同定の試み（第３段）

池田　志斈

佐藤　大三

低酸素環境下のがん幹細胞をターゲットとした放
射線増感研究

笹井　啓資

初発孤立性肝細胞癌に対する体幹部定位放射
線治療の有効性を検証する多施設共同試験

石倉　聡

ラジオ波焼灼術等の低侵襲治療のための効果的
なトレーニングシステムの開発

椎名　秀一朗 1,400,000院・画像診断・治療学

手術中の栄養投与が術後合併症を予防し、入院
期間へ及ぼす影響

アミノ酸トランスポーターSLC７A1を標的とした大
腸癌CAR-T療法の開発

坂本　一博

高精度放射線治療における治療計画品質評価
法、及び自動治療計画法の開発

杉本　聡

TP53 signature診断法による前立腺がん個別化
医療の開発

緑内障濾過手術におけるリンパ管流の解析と制
御

胃癌におけるガレクチン-3の機能解明と増殖制
御療法への応用

芹澤　信子

医師のキャリア形成と医師偏在を解消する医師・
病院マッチングシステムの研究開発

檀原　高

高齢者白血病細胞の脂肪酸代謝制御マーカー
の探索と代謝・転写メカニズムの解明

田部　陽子

血清遊離グリセロール濃度の変動要因の解明とト
リグリセライド測定の国際標準化

三井田　孝

妊娠期の水溶性繊維食は生まれてくるこどものア
レルギーや自己免疫疾患を減らせるか？

中島　章人

潰瘍性大腸炎発癌過程におけるマイクロRNAとシ
グナル伝達系活性化の関連性の解明

三富　弘之

ドラッグ・リポジショニングに立脚した原発性骨髄
線維症の腫瘍性クローン選択的排除法

後藤　明彦

腸内細菌をターゲットとした脳血管障害の新たな
病態解明と治療

山城　一雄

1,300,000皮膚科学講座

新規抗悪性リンパ腫抗体の樹立方法の確立と臨
床応用への研究

松岡　周二

1,100,000
院・皮膚科学・ｱﾚﾙ
ｷﾞｰ学

パーキンソン病の分子病態を基盤としたバイオ
マーカーの開発

佐藤　栄人

1,200,000放射線診断学講座

社会的ストレスが情動障害に与える影響と漢方薬
の効果

小林　弘幸

1,900,000放射線診断学講座

松田　彰

携帯型音楽プレーヤーによる無意識下の過大音
刺激による蝸牛障害危険性の定量的評価

伊藤　麻美

加藤　俊介

1,100,000人体病理病態学講座

1,300,000

米澤　郁穂

肺腺癌に対する免疫チェックポイント阻害薬の治
療効果予測バイオマーカーの探索研究

高持　一矢

1,100,000院・放射線治療学

側弯症における新しい診断システムの開発

1,200,000

再発頭頸部扁平上皮癌のIGF-1R, EpCAMを中
心とした網羅的ゲノム解析

松本　文彦

1,200,000放射線治療学講座

プロテオーム解析による敗血症の重症度診断 射場　敏明

院・麻酔科学

1,700,000
院・下部消化管外科
学

1,500,000院・呼吸器外科学

600,000整形外科学講座

900,000神経学講座

1,800,000院・臨床腫瘍学

1,200,000耳鼻咽喉科学講座

1,200,000

1,400,000院・眼科学

1,300,000院・救急・災害医学

1,200,000耳鼻咽喉科学講座

1,000,000院・病院管理学

病理・腫瘍学講座

1,400,000血液学講座

1,200,000

1,000,000神経学講座

1,400,000総合診療科研究室

消化器内科学講座

1,300,000消化器内科学講座

1,300,000
院・臨床病態検査医
学

臨床検査医学講座

600,000放射線治療学講座
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日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

Gefitinib耐性における肺癌幹細胞の静止期維持
機構の解明と耐性克服

高橋　和久

粘膜免疫機構の発達と小児消化器疾患の病態
に関する検討

大塚　宜一

血中循環腫瘍DNAを用いた個別化大腸癌モニタ
リングシステムの構築

神山　博彦

変形性膝関節症における滑膜を標的とした病態
解明とその応用による疾患制御

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

IgA腎症の病態におけるTLR/BAFF/APRILの役
割の解明

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

レビー小体の形成機序の解明 久保　紳一郎

日本学術
振興会

次世代型テロメスキャンによる肺癌血中循環癌細
胞の解析からウイルス治療薬への展開

オートファジーに注目した脳内鉄蓄積病原因遺
伝子の機能解析

古屋　徳彦
日本学術
振興会

睡眠時無呼吸時の低酸素状況における腎脂質
応答の検証

小林　敬

小西　博応

ニューロモデュレーション治療の最適化を目指す
ための神経細胞活動の疾患横断的解析

下　泰司

脂肪性肝炎の代謝病態におけるリピドラフト構造
変化と機能的役割の解明

内山　明

神谷　昴平
日本学術
振興会

早産児における尿メタボローム解析の有用性に
ついての検討

東海林　宏道

日本学術
振興会

代謝性脂肪肝炎の基盤病態としての自然免疫･
代謝連関と治療ストラテジー

池嶋　健一

運動処方による複雑先天性心疾患の運動耐容
能改善の試み

高橋　健
日本学術
振興会

500,000神経学講座

1,100,000

肺高血圧症に対する新規バイオマーカーの確立

日本学術
振興会

CAGE結果を用いた血中microRNAの大腸がん抗
がん剤感受性判定マーカー開発

高橋　玄

1,100,000

1,500,000

非ガウス分布拡散MRIを用いた正常圧水頭症の
病態解析と治療反応性予測

腎臓内科学講座

日本学術
振興会

石島　旨章
日本学術
振興会

次世代拡散MRIおよび機能MRIを用いた言語機
能獲得機序の解明

菅野　秀宣

包括的リハビリテーションの冠動脈粥腫親展抑制
に関する研究

神経学講座

1,100,000

十合　晋作

日本学術
振興会

絨毛細胞特異的遺伝子欠損マウスを用いた胎盤
の機能解析

板倉　敦夫
日本学術
振興会

ヒトiPS細胞による多発性嚢胞腎組織発生モデル
の開発

堀江　重郎 1,200,000

日本学術
振興会

無細胞化神経へのシュワン細胞付加法としての
端側神経縫合の実用性

林　礼人
日本学術
振興会

CAGE法を用いた子宮体癌におけるリンパ節転
移予測マーカーの同定

寺尾　泰久

日本学術
振興会

医療機関におけるUDI（国際医療機器識別コー
ド）の意義に関する研究

佐瀬　一洋
日本学術
振興会

ANSHINサポートプログラムによる未破裂脳動脈
瘤患者の不安払拭とQOL改善検証

大石　英則

日本学術
振興会

アフェレシス療法でのcirculating microRNA除去
と治療応用の研究

草生　真規雄
日本学術
振興会

脳内神経ネットワークからみた吸入麻酔薬の作用
機序と発達脳に与える影響に関する研究

西村　欣也

循環器内科学講座
臨床応用にむけた非侵襲的脆弱プラーク評価指
標の作成

藤本　進一郎

鈴木　仁
日本学術
振興会

循環器内科学講座

1,000,000

1,100,000

代田　浩之

1,200,000

呼吸器内科学講座

1,500,000

1,300,000

1,400,000

1,300,000

院・泌尿器外科学

600,000形成外科学講座

1,200,000

院・麻酔科学

寄付・脳神経血管内
治療学講座

900,000膠原病内科学講座

900,000

院・消化器内科学

消化器内科学講座

産婦人科学講座

800,000院・臨床薬理学

300,000

脳神経外科学講座

1,000,000産婦人科学講座

院・呼吸器内科学

院・循環器内科学

消外(下部消化管外
科)

1,200,000
院・整形外科・運動器
医学

1,300,000

院・小児思春・病態学

1,000,000
消外(下部消化管外
科)

1,100,000

小児科学講座

1,100,000放射線診断学講座

1,200,000

1,000,000
寄付・神経変性疾患
病態治療

腎臓内科学講座

小児科学講座

1,100,000



金   額研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元研 究 課 題 名

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

パーキンソン病原因遺伝子産物によるミトコンドリ
ア維持機構の解明

柴　佳保里

移植脂肪幹細胞の傷害腹膜における再生誘導
機序の解明

濱田　千江子

ポドサイトにおけるRac1が糖尿病性腎症の発症・
進展に及ぼす影響についての検討

合田　朋仁

脳内酸化ストレス応答における腎交感神経系と尿
細管L-FABPの影響

金口　泰彦

消化管粘膜における免疫応答からみた低出生体
重児に対するプロバイオティクスの有用性

清水　俊明

遺伝性血管性浮腫におけるブラジキニン分解酵
素活性の解析と疾患概念の確立

大澤　勲

膵β細胞におけるメチル化酵素Set7/9の役割 荻原　健

血管新生阻害による関節リウマチの新規治療法
の開発

野沢　和久

腎臓内科学講座

800,000臨床検査医学講座

600,000

院・小児思春・病態学 1,100,000

1,100,000
寄付・乳酸菌生体機
能研究講座

1,100,000膠原病内科学講座

日本学術
振興会

プロバイオティクスによるインスリン抵抗性改善の
検討

金澤　昭雄
日本学術
振興会

心筋内中性脂肪測定法を用いた新規運動プログ
ラム評価法の確立と臨床応用

島田　和典

日本学術
振興会

海馬が合成する脳ステロイドは神経シナプスでの
記憶学習の強力なモジュレータ

川戸　佳
日本学術
振興会

小児肥満症改善の統合研究－「生活環境病」の
提唱と介入プログラムの開発を目指して－

田久保　憲行

日本学術
振興会

細胞特異的FcγRIIB発現欠損マウスを用いた
ループス腎炎発症機序の解明

林　青順
日本学術
振興会

胃底腺型胃癌発生におけるWnt系・Hedgehog系
とGNAS遺伝子変異の関与

八尾　隆史

日本学術
振興会

遺伝性血管性浮腫における自己免疫異常の病
態解明と早期診断・治療を目指す研究

佐藤　信之
日本学術
振興会

開胸術後遷延痛における早期治療介入の予防
効果と危険因子同定(遺伝子多型解析含む)

高橋　良佳

日本学術
振興会

髄液マーカーを用いた変性型認知症の多施設大
規模臨床解析

本井　ゆみ子
日本学術
振興会

乳腺髄様癌における腫瘍浸潤リンパ球の役割の
解明

荒川　敦

日本学術
振興会

心臓の自己再生能力を賦活化させる試み 松下　訓
日本学術
振興会

肝疾患とオートファジーによる細胞内小器官分解 山科　俊平

日本学術
振興会

喫煙によるマウス肺組織傷害および肺胞再生に
関わるmicroRNAの同定と治療応用

佐藤　匡
日本学術
振興会

心臓周囲脂肪の炎症が心筋ミトコンドリア機能に
与える影響

山本　平

IgA腎症におけるCX3CR1/FKN/AIM axisの役割
の解明

中田　純一郎
日本学術
振興会

上皮間葉転換(EMT)を標的とした特発性肺線維
症治療薬の新規開発

高橋　史行
日本学術
振興会

金井　数明
日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

IgA腎症自然発症モデルマウスを用いた疾患感
受性遺伝子の解明

堀越　哲

日本学術
振興会

日本学術
振興会

700,000院・腎臓内科学

日本学術
振興会

腎臓内科学講座

腎臓内科学講座

200,000神経学講座

1,400,000
寄付・多発性硬化症・
神経難病

腎臓内科学講座

700,000

院・呼吸器内科学

800,000腎臓内科学講座

800,000

日本学術
振興会

心臓血管外科学講座

800,000

胎児発育における母体のインスリン抵抗性とリ
パーゼ活性の役割の解明

平山　哲
日本学術
振興会

日本学術
振興会

筋萎縮性側索硬化症におけるイオンチャネル障
害とRNA代謝障害に関する生理学的研究

IL33受容体ST2遺伝子の発現制御によるアレル
ギー反応の抑制

前田　啓子
日本学術
振興会

日本学術
振興会

消化器内科学講座

1,100,000呼吸器内科学講座

1,500,000

日本学術
振興会

人体病理病態学講座

1,300,000心臓血管外科学講座

600,000

麻酔・ペインクリニック

800,000
寄付・認知症診断・予
防・治療学

1,600,000

院・人体病理病態学

700,000腎臓内科学講座

500,000

小児科学講座

1,400,000病理・腫瘍学講座

800,000

循環器内科学講座

600,000泌尿器科学講座

300,000

代謝内分泌学講座

700,000

500,000

1,200,000

1,100,000代謝内分泌学講座



金   額研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元研 究 課 題 名

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

宮嶋　雅一

CAGE法による新規大腸がん肺転移マーカーの
同定

柳沼　行宏

乳癌治療中の免疫モニタリングによる治療効果の
予測

堀本　義哉

小児周産期領域におけるESBL産生菌の疫学お
よびプロバイオティクスによる伝播予防

久田　研

連続寝台移動型PET装置を用いた全身ダイナ
ミック撮影による腫瘍診断に関する研究

村上　康二

改良型テロメスキャンを用いた大腸がん血中循環
癌細胞の単離・機能解析と臨床応用

ミトコンドリア機能維持のための創薬スクリーニン
グ

今居　譲

心不全における睡眠時無呼吸症と水分シフトの
関係性の解明

葛西　隆敏

アトピー眼症における組織線維化とナチュラルヘ
ルパー細胞の制御

村上　晶

細菌性中耳炎におけるｐ38による中耳粘膜肥厚
の分子制御とその治療

古川　正幸

先天性正常圧水頭症の原因遺伝子の探索と水
頭症の発現機序の解明

大腸癌細胞クラスター形成機構の解明と新規抗
癌転移治療法への応用

五藤　倫敏

1,000,000産婦人科学講座

「希少癌」骨軟部腫瘍のチロシンキナーゼ遺伝子
転写変異体の探索

末原　義之

1,600,000院・耳鼻咽喉科学

800,000

500,000

幹細胞ホーミング機構によるiPS細胞の蝸牛への
効率的誘導法の開発

神谷　和作

腎臓内科学講座

1,200,000輸血学研究室

1,200,000放射線診断学講座

折茂　彰

900,000

人体病理病態学講座

癌微小環境の正常化による新規癌治療法の開発

1,400,000
寄付・免疫病・がん先
端治療学

1,100,000病理・腫瘍学講座

院・血液内科学
末梢血を用いて腫瘍性血小板増加症を診断する
画期的診断法の確立

小松　則夫

悪性中皮腫の細胞表面巨大分子複合体による
病態制御機構の解明

大沼　圭

900,000
消外(下部消化管外
科)

900,000
消外(下部消化管外
科)

1,800,000整形外科学講座

院・眼科学

900,000小児科学講座

500,000
寄付・心血管睡眠呼
吸医学講座

1,400,000
院・代謝内分泌内科
学

1,700,000
寄付・ﾊﾟｰｷﾝｿﾝ病病
態解明研究

糸球体内皮細胞"孔"を構成する蛋白質の特定 恩田　紀更

800,000耳鼻咽喉科学講座

800,000耳鼻咽喉科学講座

200,000
寄付・運動障害疾患
病態研究

1,200,000脳神経外科学講座

1,100,000院・脳神経外科学

900,000
消外(下部消化管外
科)

600,000
消外(下部消化管外
科)

1,200,000

1,000,000院・放射線診断学

900,000

子宮内膜症の悪性化、浸潤能、治療抵抗性にお
ける線維芽細胞の役割

北出　真理

乳腺・内分泌外科学

日本で画像検査の適応を効果的に改善させる介
入プログラムの研究

隈丸　加奈子

小児科学講座

800,000
院・小児外科・泌尿生
殖器

1,100,000

落合　匠
日本学術
振興会

日本学術
振興会

脳深部刺激術における局所フィールド電位測定
に基づく刺激プログラミング法の開発

梅村　淳
日本学術
振興会

てんかん発作誘導が獲得するてんかん原性と慢
性炎症～てんかん原性を予防する脳内環境

難聴モデルマウス前庭の形態・機能評価と前庭
を標的とした遺伝子導入の検討

岡田　弘子
日本学術
振興会

日本学術
振興会

山高　篤行
日本学術
振興会

日本学術
振興会

中島　円

Metastatic dormancy活性化ニッチ分子機構解明
と癌転移治療の応用

小島　豊
日本学術
振興会

日本学術
振興会

糖尿病の病態解明に向けた膵α細胞新生・成熟
機構の解明

綿田　裕孝

アテロコラーゲン素材の生体吸収性液状血管閉
鎖栓の開発

稀代　雅彦
日本学術
振興会

二分脊椎症における排便・排尿障害の病態解明
と新規予防・治療法を目指した基礎研究

日本学術
振興会

日本学術
振興会

原発不明癌の骨転移症例に対する血清あるいは
尿を用いた原発巣の診断法の樹立

齋藤　剛
日本学術
振興会

日本学術
振興会

細胞のポピュレーションに着目した骨髄増殖性腫
瘍の線維化予測因子の探索

森下　総司
日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会
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神経学講座（ゲノム・
再生医療センター宛）

2,300,000小児科学講座

1,400,000小児科学講座

小児科学講座

1,400,000

1,300,000小児科学講座

1,100,000

呼吸器内科学講座

1,600,000小児外科学講座

バート-ホッグ-デュベ症候群における肺嚢胞形
成機序の解明

星加　義人

内皮eNOS-NO産生機構活性化における基底膜
分子パールカン機能ドメインの探索

野中　里紗

携帯メールを利用した胆道閉鎖症の便色スクリー
ニングシステムの構築

成高　中之

済陽　寛子

冠動脈プラークの進展や不安定化における睡眠
呼吸障害の関与を解明する

土肥　智貴
日本学術
振興会

1,500,000神経学講座

インフルエンザの診断スコアリングシステム構築と
迅速診断キットの適切な使用法の提言

種井　実佳
日本学術
振興会

700,000総合診療科研究室

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

1,100,000

循環器内科学講座

石川　景一

1,100,000

日本学術
振興会

放射線診断学講座 1,200,000
日本学術
振興会

わが国の小児における遺伝性・家族性膵炎の遺
伝子変異の同定およびその臨床像の解明

遺伝性パーキンソン病由来iPS細胞を用いたドパ
ミン神経特異的疾患モデルの確立

箕輪　圭
日本学術
振興会

アクアポリン2を用いた低出生体重児の尿細管機
能障害と慢性腎障害の病態解明

遠藤　周

わが国を中心とした先天性胆汁酸代謝異常症の
包括的スクリーニング構築

放射線診断学講座 1,000,000
日本学術
振興会

1,400,000精神医学講座

低出生体重児モデルラットにおいてARBは腎機
能障害を抑制する

村野　弥生
日本学術
振興会

Synthetic MRI・定量MRIによる最適コントラストの
創出と病変解析

萩原　彰文

肛門腫瘍に対する強度変調小線源治療用アプリ
ケーターの開発（３Dプリンター使用）

久能木　裕明 放射線治療学講座 1,400,000
日本学術
振興会

金城　智也
胎仔におけるVPA副作用軽減のための服薬方法
の開発

日本学術
振興会

透明化脳と拡散MRIによる脳の加齢・変性におけ
る検討：病理と画像の3次元的対比

佐藤　香菜子

もやもや病における拡散MRIの臨床的意義確立 原　祥子 放射線診断学講座 1,100,000
日本学術
振興会

革新的拡散MRI技術、神経突起イメージングによ
るパーキンソン病の病態解明

鎌形　康司 院・放射線診断学 1,100,000
日本学術
振興会

変形性膝関節症の初期変化としての内側半月板
側方偏位の機序解明

羽田　晋之介 整形外科学講座 1,500,000
日本学術
振興会

DNAメチル化不均一性の超高感度検出による大
腸癌予後及び治療効果予測

杉本　起一
消外(下部消化管外
科)

1,400,000
日本学術
振興会

ヒト末梢血白血球を用いた新たな分娩予測マー
カーの開発

牧野　真太郎 産婦人科学講座 1,000,000
日本学術
振興会

変形性関節症に伴う関節破壊および疼痛に対す
るVEGF受容体阻害薬の効果検証

長尾　雅史 整形外科学講座 1,300,000
日本学術
振興会

新規マイクロ流体チップを用いた子宮がんCTC
の診断マーカー開発

大久保　はる
な

消外(下部消化管外
科)

1,400,000
日本学術
振興会

骨巨細胞腫の発現データベース構築に基づいた
新規治療法開発

大久保　武人 整形外科学講座 1,500,000
日本学術
振興会

制御性T細胞のサブセットを用いた新規免疫抑制
療法開発のための研究

猪俣　武範 眼科学講座 1,800,000
日本学術
振興会

子宮内膜間葉系幹細胞の活性化と再生による妊
孕能獲得メカニズムの解明

村上　圭祐 産婦人科学講座 1,100,000
日本学術
振興会

NSAIDsによる角膜上皮傷害はロイコトリエンB4第
二受容体経路の阻害に起因する

岩本　怜 眼科学講座 1,500,000
日本学術
振興会

術中蛍光イメージングを用いた頭頸部癌ナビ
ゲーションサージャリーの確立

大峡　慎一 耳鼻咽喉科学講座 1,200,000
日本学術
振興会

アレルギー性結膜炎におけるILC2の役割 浅田　洋輔 眼科学講座 1,500,000
日本学術
振興会

神経ガイダンス因子によるヒルシュスプルング病
に対する新規再生治療法の開発

藤原　なほ 小児外科学講座 1,600,000
日本学術
振興会
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寄付・免疫病・がん先
端治療学

900,000
日本学術
振興会

救急・災害医学研究
室

100,000
日本学術
振興会

悪性中皮腫治療に向けたCD26による細胞運動・
浮遊増殖能獲得メカニズムの解明

古宮　栄利子

皮膚科学講座 1,000,000
日本学術
振興会

気胸検出を可能とする自作生体音響システムの
改良と災害現場での応用

林　伸洋

耳鼻咽喉科学講座 1,300,000
日本学術
振興会

筋音図を用いた嚥下機能の定量的評価とバイオ
フィードバックへの試み

沖崎　貴子 耳鼻咽喉科学講座 800,000
日本学術
振興会

脂肪組織由来幹細胞の機能解明と培養細胞
シートの開発

飯田　秀雄

麻酔・ペインクリニック 1,000,000
日本学術
振興会

血液線維素溶解系による実質臓器の炎症性疾
患の制御機構の解明とその臨床応用

田代　良彦
消外(下部消化管外
科)

1,300,000
日本学術
振興会

粘表皮癌の各組織形態に基づいたキメラ融合遺
伝子検出と新たな分子治療標的の同定

藤巻　充寿

小児科学講座 1,000,000
日本学術
振興会

膠原病四肢潰瘍に対する新しい血管・組織再生
治療の開発

播野　裕子 形成外科学講座 900,000
日本学術
振興会

GABA動態から見た脳成長過程に与える吸入麻
酔薬の影響に関する研究

安藤　望

血液学講座 900,000
日本学術
振興会

糖尿病勃起障害ラットモデルの低強度体外衝撃
波治療有効性の分子メカニズムの解明

知名　俊幸 泌尿器科学講座 700,000
日本学術
振興会

ブタ肺静脈に対する薬剤溶出性ステント留置後
の再狭窄における病理学的検討

古川　岳史

寄付・先進糖尿病治
療学講座

1,200,000
日本学術
振興会

滑膜に発現するパールカンの調整による変形性
膝関節症の骨棘制御

金子　晴香 整形外科学講座 1,100,000
日本学術
振興会

細胞内シグナル伝達分子JAK2の変異特異的に
活性化される転写因子の機能解析

枝廣　陽子

腎臓内科学講座 1,300,000
日本学術
振興会

副伝導路症候群実験モデルを用いた
dyssynchronyの検討

福永　英生 小児科学講座 1,000,000
日本学術
振興会

PPY細胞の細胞系譜制御機構の解明－新規β
細胞起源の探索

原　朱美

放射線治療学講座 600,000
日本学術
振興会

オートファジーによる糖尿病発症・進展の抑制 小宮　幸次 代謝内分泌学講座 1,800,000
日本学術
振興会

新規治療法を目指したオートファジー・カテプシ
ンの糸球体硬化進展への関与の解明

高木　美幸

臨床検査医学講座 1,400,000
日本学術
振興会

光遺伝学とiPS細胞技術を応用したパーキンソン
病の新規治療法の開発

大山　彦光 神経学講座 500,000
日本学術
振興会

放射線治療用コーンビームCTの散乱線除去グ
リッドの開発

臼井　桂介

消化器内科学講座 1,100,000
日本学術
振興会

肝線維化に伴う脾腫は単なるうっ血なのか？：肝
線維化進展と脾臓の免疫調節機能の関連

青山　友則 消化器内科学講座 1,200,000
日本学術
振興会

腹膜透析排液を用いた腹膜劣化の新規バイオ
マーカーの同定

出居　真由美

病理・腫瘍学講座 1,200,000
日本学術
振興会

熱蛍光薄膜体を用いた真の投与線量分布評価
システムの開発

黒河　千恵 放射線治療学講座 500,000
日本学術
振興会

Distinct G protein-coupled receptors signaling
pathway in the serrated neoplasia pathway and
the conventional adenoma-carcinoma sequence
of the colorectum

村上　敬

代謝内分泌学講座 1,300,000
日本学術
振興会

胃底腺型胃癌の発癌機序の解明 上山　浩也 消化器内科学講座 500,000
日本学術
振興会

癌内線維芽細胞による癌悪性化におけるNotch
シグナルの役割

ワリ　ナディラ

形成外科学講座 900,000
日本学術
振興会

抗癌剤抵抗性骨肉腫に対する新規治療法の開
発

窪田　大介 整形外科学講座 1,700,000
日本学術
振興会

運動強度に着目した異所性脂肪蓄積、インスリン
抵抗性改善メカニズムの解明

竹野　景海

家族性拡張型心筋症モデルにおける運動療法
の確立

杉原　匡美 臨床検査医学講座 1,000,000
日本学術
振興会

難治性皮膚潰瘍に対する新たな治療法確立を目
指す炭酸ガスレーザーの創傷治癒効果解析

上森　友樹
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麻酔・ペインクリニック 1,000,000
日本学術
振興会

計　229　件

皮膚科学講座 800,000
日本学術
振興会

「希少癌」骨軟部腫瘍の迅速な新規治療法の開
発

末原　義之 整形外科学講座 11,200,000
日本学術
振興会

発達期および老年期の脳内神経伝達からみた吸
入麻酔薬の影響とその解析

菅澤　佑介

寄付・免疫病・がん先
端治療学

800,000
日本学術
振興会

糖尿病脂肪組織由来幹細胞の細胞生物学的特
性の解明

須田　俊一 形成外科学講座 800,000
日本学術
振興会

炎症性皮膚疾患の新規治療に向けた皮膚炎症
におけるオートファジー機能解析

高木　敦

大腸癌発生進展における機能性RNAの機能解
析

高橋　里奈
消外(下部消化管外
科)

900,000
日本学術
振興会

CD26陽性CD8 T細胞を標的とした自己免疫疾
患の病態解明と革新的治療法の開発

波多野　良

視線計測を用いた極早産児における社会的認知
機能の発達的変化に関する検討

細澤　麻里子 小児科学講座 600,000
日本学術
振興会

腎臓の発生に必須なSall1蛋白のポドサイト障害
からの回復期・再生期における役割

細江　佳子 腎臓内科学講座 700,000
日本学術
振興会

　「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入すること。

　「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」に、○印をつけた上で、補助元又は委
託元を記入すること。

　国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師等が申
請の前年度に行った研究のうち、高度の医療技術の開発及び評価に資するものと判断される主なものを記入
すること。



2　論文発表等の実績

(1)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文

番号

1

2

3

4

5

6

Hayashi E, Chiba A, Tada
K, Haga K, Kitagaichi M,
Nakajima S, Kusaoi M,
Sekiya F, Ogasawara M,
Yamaji K, Tamura N,
Takasaki Y, Miyake S.

Abe Y, Tamura N, Yang
KS, Matsuoka J, Kon T,
Yamaji K, Hashimoto H,
Tsuda H, Takasaki Y.

Kusaoi M, Yamaji K, Ishibe
Y, Murayama G, Nemoto
T, Sekiya F, Kon T,
Ogasawara M, Kempe K,
Tamura N, Takasaki Y

Kitagaichi M, Kusaoi M,
Tsukahara T, Murayama
G, Nemoto T, Sekiya F,
Kon T, Ogasawara M,
Kempe K, Yamaji K,
Tamura N, Tsuda H,
Takasaki Y.

膠原病・リウマチ内科
学

膠原病・リウマチ内科
学

膠原病・リウマチ内科
学

膠原病・リウマチ内科
学

膠原病・リウマチ内科
学

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

発表者氏名 発表者の所属 題名 雑誌名

膠原病・リウマチ内科
学

Yamanaka H, Nagaoka S,
Lee SK, Bae SC, Kasama
T, Kobayashi H, Nishioka
Y, Ueki Y, Seto Y,
Nishinarita M, Tamura N,
Kimura N, Saito K, Tomita
T, Nawata Y, Suzuki S,
Ishigatsubo Y, Munakata
Y, Makino Y, Inoue E,
Tanaka Y, Takeuchi T

Mod Rheumatol
26:651-661, 2016

Yamada Y, Ogasawara M,
Gorai M, Matsuki Y,
Murayama G, Sugisaki N,
Nemoto T, Ando S,
Minowa K, Nakano S, Kon
T, Tada K, Matsushita M,
Yamaji K, Tamura N,
Takasaki Y.

Safety and efficacy of the leukocytapheresis procedure in
eighty-five patients with rheumatoid arthritis.

ENCOURAGE study group: Discontinuation of
etanercept after achievement of sustained
remission in patients with rheumatoid
arthritis who initially had moderate
disease activity-results from the
ENCOURAGE study, a prospective,
international, multicenter randomized
study.

The synovial grade corresponding to clinically involved
joints and a feasible ultrasound-adjusted simple disease
activity index for monitoring rheumatoid arthritis.

Involvement of Mucosal-associated invariant T cells in
Ankylosing Spondylitis.

Predictive factors for morality in elderly Japanese
patients with severe microscopic polyangiitis: A
retrospective single-center study.

Separation of circulating microRNAs using apheresis in
patients with systemic lupus erythematosus.

Mod Rheumatol
26:1-6, 2016

J Rheumatol
43:1695-1703, 2016

Mod Rheumatol
27:315-319, 2016

Ther Apher Dial
20:348-353, 2016

Transfus Apher Sci
55:225-232, 2016
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7

8

9

10

11

12

13

Hachiya Y, Kawasaki A,
Oka S, Kondo Y, Ito S,
Matsumoto I, Kusaoi M,
Amano H, Suda A,
Setoguchi K, Nagai T,
Shimada K, Sugii S,
Okamoto A, Chiba N,
Suematsu E, Ohno S,
Katayama M, Kono H,
Hirohata S, Takasaki Y,
Hashimoto H, Sumida T,
Nagaoka S, Tohma S,
Furukawa H, Tsuchiya N.
Kawasaki A, Hasebe N,
Hidaka M, Hirano F, Sada
KE, Kobayashi S, Yamada
H, Furukawa H, Yamagata
K, Sumida T, Miyasaka N,
Tohma S, Ozaki S,
Matsuo S, Hashimoto H,
Makino H, Arimura Y,
Harigai M, Tsuchiya N.

Nishizaki N, Yamagami S,
Inoue H, Uehara Y,
Kobayashi S, Daida H.

Miyashita T, Morimoto S,
Fujishiro M, Hayakawa K,
Suzuki S, Ikeda K,
Miyazawa K, Morioka M,
Takamori K, Ogawa H, 
Sekigawa I, Takasaki Y.

Yamada Y, Nozawa K,
Nakano S, Mitsuo Y,
Hiruma K, Doe K, 
Sekigawa I, Yamanaka K,
Takasaki Y.

Matsuki-Muramoto Y,
Nozawa K, Uomori K,
Sekigawa I, Takasaki Y.

Uomori K, Nozawa K,
Ikeda K, Doe K, Yamada
Y, Yamaguchi A, Fujishiro
M, Kawasaki M, Morimoto
S, Takamori K, Sekigawa
I, Chan EK, Takasaki Y.

膠原病・リウマチ内科
学

膠原病・リウマチ内科
学

膠原病・リウマチ内科
学

膠原病・リウマチ内科
学

膠原病・リウマチ内科
学

膠原病・リウマチ内科
学

膠原病・リウマチ内科
学

Antibodies to microtubule-associated protein-2 in the
cerebrospinal fluid are a useful diagnostic biomarker for
neuropsychiatric systemic lupus erythematosus.

Bortezomib treatment prevents glomerulosclerosis
associated with lupus nephritis in a murine
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(aggrecanase-1) and ADAMTS5 (aggrecanase-2).
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EBioMedicine
5:114-124, 2016.

Nature Commun
7:10656, 2016.

NEUROLOGY, 2016;
87(22):2382-2383

Biochem Biophys
Res Commun
469:62-69, 2016.
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Delayed Propionibacterium acnes  surgical site infections
occur only in the presence of an implant.

Overexpression and knock-down studies highlight that a
disintegrin and metalloproteinase 28 controls proliferation
and migration in human prostate cancer.

Comparison of severity classification in Japanese patients
with antineutrophil cytoplasmic antibody-associated
vasculitis in a nationwide, prospective, inception cohort
study.

Sustained expression of GLP-1 receptor differentially
modulates β-cell functions in diabetic and nondiabetic
mice.

Acquired platinum resistance involves epithelial to
mesenchymal transition through ubiquitin ligase FBXO32
dysregulation.

ADAM28 is expressed by epithelial cells in human normal
tissues and protects from C1q-induced cell death.

A novel hydroxyapatite film coated with ionic silver via
inositol hexaphosphate chelation prevents implant-
associated infection.

Mod Rheumatol
26:730-737, 2016.

Biochem Biophys
Res Commun, 2016;
471(1): 68-74

FEBS J 283:1574-
1594, 2016.

Sci Rep 6:23238,
2016.

Sci Rep 6:32758,
2016.
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糖尿病治療標的探索
医学講座

Tanaka N., Kosaka T.,
Miyazaki Y., Mikami S.,
Niwa N., Otsuka Y.,
Minamishima Y. A.,
Mizuno R., Kikuchi E.,
Miyajima A., Sabe H.,
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Kazuno S., Ohtsuka T.,
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Aizawa M., Matsumoto M.
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Shiono Y., Ishii K., Nagai
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Koyasu S., Nakamura M.,
Toyama Y., Aizawa M. and
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Rudnicka C., Mochizuki S.,
Okada Y., McLaughlin C.,
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S., Johnson L., Schlaich
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Fujimoto S., Yuzawa Y.,
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Sugihara T., Kobayashi M.,
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A.,  Shimomura I.
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Alogliptin, a Dipeptidyl Peptidase 4 Inhibitor, Prevents the
Progression of Carotid Atherosclerosis in Patients With
Type 2 Diabetes: The Study of Preventive Effects of
Alogliptin on Diabetic Atherosclerosis (SPEAD-A).

Relationship between dietary patterns and risk factors for
cardiovascular disease in patients with type 2 diabetes
mellitus: a cross-sectional study.

Golgi membrane-associated degradation pathway in yeast
and mammals.

Effects of linagliptin monotherapy compared with
voglibose on postprandial blood glucose responses in
Japanese patients with type 2 diabetes: Linagliptin Study
of Effects on Postprandial blood glucose (L-STEP).

Response to Comment on Mita et al. Sitagliptin
Attenuates the Progression of Carotid Intima-Media
Thickening in Insulin-Treated Patients With Type 2
Diabetes: The Sitagliptin Preventive Study of Intima-
Media Thickness Evaluation (SPIKE): A Randomized
Controlled Trial. Diabetes Care 2016;39:455-464
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Hirofumi Ichida, Takeaki
Ishizawa, Akio Saiura

Oguro S, Imamura H,
Yoshimoto J, Ishizaki Y,
Kawasaki S.

肝・胆・膵外科学
Randomized Controlled Trial for Evaluation of the Routine
Use of Nasogastric Tube Decompression After Elective
Liver Surgery

J Gastrointest Surg
(2016)
20:1324–1330

肝・胆・膵外科学
Use of intercostal trocars for laparoscopic resection of
subphrenic hepatic tumors.

Surg Endosc. 2017
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s00464-016-5107-
3.
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肝・胆・膵外科学
Liver metastases from gastric cancer represent systemic
disease in comparison with those from colorectal cancer.
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Pancreat Sci.
2016
Jun;23(6):324-32.

Relation between insulin sensitivity and metabolic
abnormalities in Japanese men with BMI of 23–25 kg/m2.

Effect of treatment guidance using a retrospective
continuous glucose monitoring system on glycaemic
control in outpatients with type 2 diabetes mellitus: A
randomized controlled trial.

Increased intramyocellular lipid/impaired insulin sensitivity
is associated with altered lipid metabolic genes in muscle
of high responders to a high-fat diet.
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肝・胆・膵外科学
A Case of Pancreatoblastoma in Which EUS-FNA Aided
the Diagnosis

PANCREAS   巻: 45
  号: 6   
ページ: 926-926   
発行: JUL 2016

肝・胆・膵外科学
Adjuvant Oral Uracil-Tegafur with Leucovorin for
Colorectal Cancer Liver Metastases: A Randomized
Controlled Trial

PLOS ONE   巻: 11
  号: 9     
記事番号: e0162400
 
 発行: SEP 2 2016
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肝・胆・膵外科学
Liver transplantation in Japan: Registry by the Japanese
Liver Transplantation Society

HEPATOLOGY
RESEARCH   
巻: 46   号: 12   
ページ: 1171-1186  
 
発行: NOV 2016

肝・胆・膵外科学
Fundic gland differentiation of oncocytic/pancreatobiliary
subtypes of pancreatic intraductal papillary mucinous
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 発行: OCT 2016

膠原病・リウマチ内科
学

膠原病・リウマチ内科
学

　当該特定機能病院に所属する医師等が申請の前年度に発表した英語論文のうち、高度の医療技術の開発お
よび評価に資するものと判断されるものを七十件以上記入すること。七十件以上発表を行っている場合には、七
十件のみを記載するのではなく、合理的な範囲で可能な限り記載すること。

　報告の対象とするのは、筆頭著者の所属先が当該特定機能病院である論文であり、査読のある学術雑誌に
掲載されたものに限るものであること。ただし、実態上、当該特定機能病院を附属している大学の講座等と当該
特定機能病院の診療科が同一の組織として活動を行っている場合においては、筆頭著者の所属先が大学の当
該講座等であっても、論文の数の算定対象に含めるものであること（筆頭著者が当該特定機能病院に所属して
いる場合に限る）。

膠原病・リウマチ内科
学

田村直人

今 高之,松下雅和,山路
健,田村直人,髙崎芳成

Umeshita, Koji; Inomata,
Yukihiro; Furukawa,
Hiroyuki; Kasahara,
Mureo; Kawasaki, Seiji;
Kobayashi, Eiji; Kokudo,
Norihiro; Sakisaka,
Shotaro; Shimada, Mitsuo;
Tanaka, Eiji; Uemoto,
Shinji

Hasegawa, Kiyoshi;
Saiura, Akio; Takayama,
Tadatoshi; Miyagawa,
Shinichi; Yamamoto, Junji;
Ijichi, Masayoshi; Teruya,
Masanori; Yoshimi, Fuyo;
Kawasaki, Seiji; Koyama,
Hiroto; Oba, Masaru;
Takahashi, Michiro;
Mizunuma, Nobuyuki;
Matsuyama, Yutaka;
Watanabe, Toshiaki;
Makuuchi, Masatoshi;
Kokudo, Norihiro

Kanazawa, Ryo; Sai,
Jinkan; Fukumura, Yuki;
Miura, Hiroko; Watanabe,
Sumio; Shiina, Shuichiro;
Kawasaki, Seiji; Kato,
Shunsuke

多田久里守,田村直人

　「発表者の所属」については、論文に記載されている所属先をすべて記載すること。

　「雑誌名」欄には、「雑誌名」「巻数・号数」「該当ページ」「出版年」について記載すること。

雑誌名発表者氏名

免疫疾患Update 脊椎関節炎　強直性脊椎炎の診断と治
療．

全身性強皮症の病態・診断および治療に関する最近の知
見　全身性強皮症における消化管病変．

(第6章) 膠原病・リウマチ・アレルギー 脊椎関節炎．線維
筋痛症と誤診された強直性脊椎炎, 臨床雑誌 内科 症例
から学ぶ 内科疾患の診断・治療ピットフォール.

クリニシアン
63:216-222, 2016

リウマチ科 55:280-
285, 2016

南江堂, 東京, 923-
925, 2016
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田村直人,多田久里守

田村直人

草生真規雄,田村直人,山
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田村直人,林 絵利,多田久
里守

多田久里守,田村直人

山路 健

髙崎芳成

髙崎芳成

松下雅和, 松平蘭, 山路
健, 田村直人, 髙崎芳成

髙崎芳成

小林 茂人, 木田 一成

小林 茂人, 木田 一成

小林 茂人, 木田 一成

吉田 尚弘, 原渕 保明, 岸
部 幹, 立山 香織, 森田 由
香, 坂口 博史, 長谷川 賢
作, 國本 泰臣, 松井 隆道,
岡田 昌浩, 渡邊 毅, 稲垣
彰, 村上 信五, 高橋 晴雄,
東野 哲也, 小林 茂人, 飯
野 ゆき子, ANCA関連血
管炎性中耳炎全国調査
ワーキンググループ
白石映里子、飯田秀雄、
本間由希子、石井智子、
桑江義介、吉池高志
伊勢友加里、須賀康、根
木治、高森建二、人見清
隆、山西清文

内海大介、上里博、高橋
建造、須賀康、天野博雄

Kwesi　Teye、沼田早苗、
Rafal　P.　Krol、須賀康、
橋本隆
野口篤、木村有太子、高
森建二、須賀康、池田志
斈

玉島恵美、竹内かおり、
木村有太子、須賀康

(第6章)膠原病・リウマチ・アレルギー 脊椎関節炎．関節症
状が前景にみられた乾癬性関節炎, 臨床雑誌 内科 症例
から学ぶ 内科疾患の診断・治療ピットフォール.

高齢関節リウマチ患者に対する減薬法は?　寛解中の対応
はどうか(Q&A)．

膠原病に対するアフェレシス：update.

Axial SpAの骨病変の進行とその病態．体軸性脊椎関節炎
(axial SpA)に関する新たな知見

強直性脊椎炎のマネージメント　新たな指定難病として.

アフェレシス療法UPDATE　内科領域における基礎から最
近の進歩まで．

関節リウマチの検査・診断.

全身性エリテマトーデス.

RAの治療と自己抗体.

SLEに伴う血管炎.

疾患からみた細胞表面機能分子(第10回)　強直性脊椎炎
におけるIL-23受容体　付着部に存在する細胞は何か?

【体軸性脊椎関節炎(axial SpA)に関する新たな知見】 Axial
SpAの早期診断　non-radiographic axial SpA(nr-axSpA)と
リウマチ科 (0915-227X)56巻4号 Page349-

【脊椎関節炎の病態と治療】 強直性脊椎炎に対する生物
学的製剤治療　わが国の治験成績を中心に

ANCA関連血管炎性中耳炎全国調査ワーキンググルーブ
報告　ANCA関連血管炎性中耳炎(Otitis media with
ANCA-associated vasculitis:OMAAV)診断基準2015とその
解説

テルビナフィン塩酸塩による急性汎発性発疹性膿疱症の1
例

TGM1 遺伝子変異が同定されたARCI（葉状魚鱗癬）の兄
弟例

ネザートン症候群の診断に有用な偏光顕微鏡とダーモス
コープでの観察結果

CDSN 遺伝子の欠失は、日本人のpeeling　skin　disease
で頻度が高い：3例の新規患者における同定

顆粒球吸着療法（GMA)による治療を試みた関節症性乾癬
の1例

炭酸ガスレーザー治療が奏効した外陰部の炎症性線状疣
状表皮母斑の女児例

南江堂, 東京, 926-
927, 2016

日本医事新報
4806:68-69, 2016

腎と透折 81:420-
424, 2016

リウマチ科　56:342-
348, 2016

体軸性脊椎関節炎
(axial SpA)に対する
新たな知見 56:
375-379, 2016

日本皮膚科学会雑
誌 126:1292, 2016

医学と薬学 74: 11-
18, 2016

Clinical Study 37:
41-48, 2016

炎症と免疫　24: 51-
55, 2016

Clinical
Neuroscience 34:
572-574, 2016
分子リウマチ治療
2016　9016巻4号
195-200

リウマチ科 2016 56
巻4号 Page349-357

炎症と免疫  2016
24巻5号 Page413-
416

Otology Japan
(0917-2025)26巻1
号 Page37-
39(2016.02)

皮膚臨床、2016；
58(2)：247-251

第30回角化症研究
会記録集、2016;32-
36
第30回角化症研究
会記録集、2016;53-
57
第30回角化症研究
会記録集、2016;60-
64
第30回角化症研究
会記録集、
2016;112-116

臨床皮膚科、2016；
70(2)：157-160
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皮膚科学・アレルギー
学

皮膚科学・アレルギー
学

皮膚科学・アレルギー
学

皮膚科学・アレルギー
学

皮膚科学・アレルギー
学

皮膚科学・アレルギー
学

皮膚科学・アレルギー
学

皮膚科学・アレルギー
学

皮膚科学・アレルギー
学

皮膚科学・アレルギー
学

皮膚科学・アレルギー
学

明石顕、植木理恵、扇谷
咲子、平井周

明石顕、植木理恵、山下
史記

三宅早苗、大磯直毅、川
田暁、比留間政太郎

永田絢子、比留間翠、神
谷由紀、深井達夫、比留
間政太郎、大野香奈、池

白石映智子、長谷川敏
男、平澤祐輔、池田志斈

池田志斈、秋山真志、黒
沢美智子

池田志斈、秋山真志、黒
沢美智子

黒沢美智子、池田志斈、
照井正、青山裕美、岩月
啓氏

石井智子、阿部澄乃、志
村英恵、水野泰子、新妻
隆広

永田絢子、平澤祐輔、長
谷川敏男、飯田秀雄、本
間由希子、笹野博子、工
藤裕佳子、白石映里子、
塚本裕子、池田志斈

伊勢友加里、根木治、高
森建二、須賀康

神谷由紀、貞政裕子、永
田絢子、比留間政太郎、
吉田隆洋
西岡いずみ、平澤祐輔、
吉原渚、扇谷咲子、池田
志斈、古賀浩嗣、橋本隆
栗原麻菜、木村有太子、
今泰子、木下綾子、高森
建二、比留間政太郎比留

稲毛明子、吉池高志

中原とも子, 小川 尊資, 平
澤 祐輔, 古賀 浩嗣, 石井
文人, 橋本 隆, 池田 志斈

肛門周囲にPaget現象を呈し直腸癌が見つかった1例

下腿浮腫と結節性紅斑を初発としたサルコイドーシスの1
例

Microsporum　canis 　による小児の体部白癬の1例

パキスタン人女児とその同居親族に生じたTrichophyton
violaceum 　による頭部白癬

炭酸ガスレーザーにて繰り返し治療した劣性栄養障害型
表皮水疱症における指趾癒合　　　－3例の治療経験ー

先天性魚鱗癬の重症度とQOL調査：表皮融解生魚鱗癬に
対する中間解析

先天性魚鱗癬の皮膚重症度と患者QOLの評価を含めた全
国疫学調査

臨床調査個人票データベースを用いた膿疱性乾癬診療ガ
イドライン複数項目の実態把握と合併症発症リスク分析計
画

プロプラノロール内服療法が奏功した乳児血管腫の1例

チオ硫酸ナトリウム外用により改善した皮膚石灰沈症によ
る下腿潰瘍

TGM1 遺伝子に複合ヘテロ接合体変異を同定した葉状魚
鱗癬の兄弟例

ナローバンドUVB療法が奏功した後天性反応性穿孔性膠
原線維症

線状IgA/IgG水疱症

乳児に生じた Microsporum canis によるケルスス禿瘡

梅毒血清反応陰性かつ性交渉の否定により当初診断が
困難であった硬性下疳の1例

抗ラミニンγ1抗体を含む種々の自己抗体が検出された自
己免疫性表皮下水疱症の1例

臨床皮膚科、
2016;70(1):73-76

皮膚臨床、2016；
58(4)：632-633

小児皮膚科学会雑
誌、2016;35(1)：47-
49
皮膚科の臨床、
2016；58(5)：670-
674
皮膚科の臨床、
2016；58(5)：689-
692
厚生労働科学研究
費補助金　難治性
疾患等政策研究事
業（難治性疾患政策
研究事業）　稀少難
治性皮膚疾患に関
する調査研究　平成
27年度　総括・分担
研究報告書　p43-
52厚生労働科学研究
費補助金　難治性
疾患等政策研究事
業（難治性疾患政策
研究事業）　稀少難
治性皮膚疾患に関
する調査研究　平成
27年度　総括・分担
研究報告書　p53-
55厚生労働科学研究
費補助金　難治性
疾患等政策研究事
業（難治性疾患政策
研究事業）　稀少難
治性皮膚疾患に関
する調査研究　平成
27年度　総括・分担
研究報告書　p79-
86
日本小児皮膚科学
会雑誌、2016；
35(2)：101-105

皮膚病診療、
2016;38(7)：683-686

皮膚病診療、
2016;38(8):781-784

皮膚病診療、
2016:38(9):907-910

皮膚病診療、
2016:38(10):1023-
1026
西日本皮膚科、
2016、78(4)：339-
340

皮膚臨床、2016、
58(11):1763-1765

臨床皮膚
科,2016,70(13):1039
-1044
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総合診療科学

総合診療科学

皮膚科学・アレルギー
学

皮膚科学・アレルギー
学

総合診療科学

中谷　智、河野博之、村
上　晶

眼科学 角膜内皮障害眼に対して施行した白内障手術症例の検討.
日眼会誌, 2016;
120(7): 481-486

病院管理学

病院管理学

精神・行動科学

精神・行動科学

精神・行動科学

精神・行動科学

精神・行動科学

皮膚科学・アレルギー
学

皮膚科学・アレルギー
学

皮膚科学・アレルギー
学

皮膚科学・アレルギー
学

皮膚科学・アレルギー
学

皮膚科学・アレルギー
学

清水 智子, 深井 達夫, 塚
本 裕子, 越智 啓乃, 荒川
敦, 日野 眞子, 池田 志斈
稲毛 明子, 竹内 かおり,
根木 治, 木村 有太子, 鈴
木 民夫, 須賀 康
横山 華英, 根木 治, 竹内
かおり, 木村 有太子, 清
水 梓, 小室 裕造, 高森 建

永田絢子、根木治、秋山
俊洋、吉池高志

伊勢 友加里, 秋山 俊洋,
吉池 高志, 徳留 康子
高路 修, 臼田 俊和, 厚坂
啓司, 植木 理恵, 大久保
ゆかり, 西本 勝太郎, 橋
本 秀樹, 山本 匡, 矢口
均, 浅井 俊弥, 北見 周,
道永 麻里, 医療制度検討
委員会
明石 顕, 植木 理恵, 山下
史記, 梁 広石

明石 顕, 植木 理恵, 石川
大

大嶋　弘子

莇也寸志,伊古田明美,伊
藤浩一,松本久,沖本久志,
清水信明,辻村文宏,福田
洋,舟越光彦,宮城調司,三
浦次郎,冨永さやか,大澤
亮,全日本民医連暮らし・
仕事と糖尿病調査班
（MIN-IREN T2DMU40
Study Group）
高橋美妃、饗庭三代治、
櫻井貴子、坂本直治、梁
広石、津田裕士、塩路直

臼井千恵,八田耕太郎,土井永史

久保嶋哲郎,澤村智子,谷
口あい,宮田真美子,古田
あずさ,田島裕子,江渡 江,
田中 裕,宮川晃一,新井平
伊

野本　宏,伊藤小佳子,松
原洋一郎,一宮洋介,新井
平伊

野本　宏,新井平伊,

臼井千恵

金崎浩之、内藤俊夫、小
林弘幸

梶谷　篤、岩井　完、内藤
俊夫、小林弘幸

左腋窩に生じたアポクリン腺癌の1例

光治療(Intense Pulsed Light)により顔面皮疹の改善がみ
られた遺伝性対側性色素異常症の3症例

美容医療用注入物による顔面異物肉芽腫とヒトアジュバン
ト病の合併例

免疫不全患者に生じた多発性の真皮内伝染性軟属腫

Hyperkeratosis of Nipple and Areolaの1例

平成26年度医療制度検討委員会会長諮問答申「皮膚科
診療所における医薬分業の状況と対応」

好酸球性多発血管炎性肉芽腫症の1例

潰瘍性大腸炎患者に生じた急性汎発性発疹性膿疱症の1
例

骨盤痛、月経異常

40歳以下2型糖尿病の多施設調査ー登録時臨床像とライ
フスタイル・社会経済的状態の全国調査との比較ー

身体疾患を合併する認知症高齢者に関する臨床的検討

パーキンソン病に対するECT

東日本大震災は自殺企図に影響を及ぼしたか？順天堂大
学浦安病院に搬送された8年間の自殺企図者の動向

レビー小体型認知症に合併した過活動型せん妄に対して
aripiprazoleが奏効したと考えられた1例

認知症患者の焦燥感・不安状態に対する薬物療法

慢性疼痛と線維筋痛症に対する電気痙攣療法（ＥＣＴ）の
効果

院内感染に関する医療訴訟の解析

内視鏡的逆行性膵胆管造影に関する裁判例の解析

Skin Cancer 2016,
30(3): 189-192

Aesthetic
Dermatology 2016,
26(3): 332-339
Aesthetic
Dermatology
;2016;26(1): 65-70

皮膚科の臨床 2016,
58(11): 1639-1642

皮膚科の臨床 2016,
58(5) : 715-718

日本臨床皮膚科医
会雑誌 2016, 33(5):
691-704

臨床皮膚科
2016,70(6) :379-382

皮膚科の臨床 2016,
58(3) : 367-370

臨床精神薬理　19;
1301-1310, 2016

精神科治療学 31
（12）1607-
1610,2016
日本病院総合診療
医学会雑誌, 2016;
10: 16-20
日本病院総合診療
医学会雑誌, 2016;
10: 21-28

日本病院総合診療
医学会誌　2016：10
（1）47-49

糖尿病,
2016;59(2):95-104

日本老年医学会雑
誌、2016；53（1）：45
－53
総合病院精神医学
28（２）121-124
2016

精神神経学雑誌
（0033-2658)2016特
別号
PageS515(2016.06)

精神科治療学
31(10), 1357-
1361,2016
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山本拓史，中尾保秋，渡
邉瑞也，木村孝興，菅
康郎，杉山夏来

脳神経外科学講座 Borden type III硬膜動静脈瘻に対する外科的治療
脳卒中の外科  44:  
367─374，2016

藤井隆司，東山正明，松
永　毅，永吉広和，木矢
克造

脳神経外科学講座 自衛隊呉病院における脳動脈瘤保有率
防衛衛生　63 (5・6):
123─129, 2016

藤井隆司，東山正明 脳神経外科学講座
自衛隊呉病院における脳動脈瘤と危険因子のアンケート
調査

防衛衛生  63 (9・
10): 217─223, 2016

戸村　哲 脳神経外科学講座 低髄液圧症候群に合併した慢性硬膜下血腫の治療方針
脳神経外科速報
2016年3月号，メディ
カ出版，250─255,

藤井隆司，大谷直樹，大
塚陽平，松本　崇，田之
上俊介，上野英明，戸村
哲，富山新太，豊岡輝
繁，和田孝次郎，森健太
郎

脳神経外科学講座 視機能障害で発症した結核腫の1手術例
脳神経外科  44 (8):
679─684, 2016

斎藤力三，川村海渡，鈴
木一幹，角田　朗，丸木
親

脳神経外科学講座
新規経口抗凝固薬(NOAC)内服下に当院入院となった脳
梗塞患者の検討

埼玉県医学会雑誌
51: 187─192, 2016

小野健一郎，有本裕彦，
大川英徳，森永裕介，城
谷寿樹

脳神経外科学講座
Branch atheromatous diseaseに対する経静脈的血栓溶解
療法の効果

神経内科，85: 662
─665, 2016

小野健一郎，有本裕彦，
大川英徳，高原　喬，田
之上俊介，清水　昭

脳神経外科学講座
軽症虚血性脳卒中に対する経静脈的血栓溶解療法の適
応

脳卒中，38: 400─
406, 2016

伊藤昌徳 脳神経外科学講座
JASEE Now and Future　日本医学英語試験2級の実施状
況「スピキング能力」と「やりとり能力」の向上に向けて．

J Med Eng Educ 15:
93─97, 2016

井中康史，大谷直樹，西
田　翔，藤井和也，上野
英明，戸村　哲，富山新
太，豊岡輝繁，和田孝次
郎，森健太郎

脳神経外科学講座
血腫型重症くも膜下出血に対する外減圧術を併用した当
院における治療成績

Neurosurg Emerg
21: 8─13, 2016

有本裕彦，和田孝次郎，
高原　喬，大川英徳，小
野健一郎，松熊　晋，佐

脳神経外科学講座
超音波凝固装置（Harmonic Scalpel）を用いた浅側頭動脈
剥離操作による安全性の組織学的検討

Neurosonology  29
(1): 4─7, 2016

石井尚登，丹下祐一，後
藤広昌，新井　一

脳神経外科学講座
先端巨大症に対する薬物療法の減量・中止の判断基準に
ついての検討

日本内分泌学会雑
誌  92 (Suppl): 69─
71, 2016

吉田司、保苅吉秀、林康
子、伊澤奈々、濱田千江
子、野原奈緒、長岡正範

神経学
バランス練習アシスト（トヨタ）の使用経験～透析患者への
利用～、

運動障害 26巻2号:
103-109, 2016

新井　晶，堤佐斗志，関
口和哉，野中宣秀，鈴木
隆元，石井尚登，安本幸

脳神経外科学講座 Nail-gunによる経眼窩的穿通性脳外傷の1例
Neurosurg Emerg
21: 72─76, 2016

新井玲，海老原伸行，富
田茂樹

眼科学 眼瞼下垂により発見された結膜アミロイドーシスの２症例.
日眼会誌, 2016;
120(11) : 797-801

市川浩平、小林宏明、舟
木俊成、鈴木康夫、村上
晶

眼科学
潰瘍性大腸炎に対してadalimumab投与中に視神経炎を発
症した1例.

神経眼科, 2016;
33(3): 254-258

岡野美樹子, 李亜美, 海
老原伸行

眼科学
結核菌特異的INF-γ遊離試験が診断に有用であった脈絡
膜結核腫の1症例.

眼科, 2016; 58(3):
313-318

坪田智子，海老原伸行 眼科学 臨床報告 劇症型の猫ひっかき病の1例.
臨眼, 2016; 70(7):
1059-106

鈴木貴英 眼科学
細胞性急性リンパ性白血病治療中に発症したPosterior
reversible encephalopathy syndromeの一例

Journal of the Eye,
2016; 33(6): 909-
914

坂西良仁、大内亜由美、
伊藤玲、海老原伸行

眼科学
網膜静脈閉塞症に伴う黄斑浮腫に対するラニビズマブ硝
子体内注射の６か月間治療成績

日眼会誌，2016;
120(1): 28-34

根岸貴志 眼科学 麻痺性斜視　診断と治療の進歩 麻痺性斜視の手術治療.
眼臨紀, 2016; 9(1):
38-40
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運動障害, 2016;
26(2): 103-109

Diabetes Frontier,
2016; 27(3)

腎臓内科学

腎臓内科学

村越真紀, 苑田祐二, 丸
山俊太郎, 鈴木仁, 鈴木
祐介, 堀越哲, 合田朋仁
吉田司, 保苅吉秀, 林康
子, 伊澤奈々, 濱田千江
子, 野原奈緒, 長岡正範,

田島 恭子, 竹田 純, 島貫
洋太, 佐野 靖子, 平井 千
裕, 牧野 真太郎, 板倉 敦
夫, 竹田 省

産婦人科学
妊娠中期に摘出術を行ったプロゲステロンレセプター陽性
髄膜腫の1例

東京産科婦人科学
会会誌 2016;65:
747-51

血圧, 2016; 23: 56-
60

呼吸器内科学

呼吸器内科学

呼吸器内科学

呼吸器内科学

呼吸器内科学

呼吸器内科学

呼吸器内科学

田中 一平, 大久保 裕直,
中寺 英介, 深田 浩大, 井
草 祐樹, 宮崎 招久, 國分
茂博

消化器内科学 目視下穿刺硬化療法が奏功した肛門静脈瘤の1例．

日本門脈圧亢進症
学会雑誌 (1344-
8447)22巻4号
Page280-
284(2016.11)

渡邉瑞也，北村高之，藤
田修英，鈴木皓晴，杉山
夏来，清水勇三郎，徳川
城治，中尾保秋，山本拓
史

脳神経外科学講座 狩猟用散弾銃による穿通性頭部外傷の一例
神経外傷  39: 37─
40, 2016

永原章仁.嶋田裕慈.浅岡
大介.佐々木仁.北條麻理
子.渡辺純夫.

消化器内科学 Helicobacter pylori除菌法の保険適用における留意点.
Helicobactor
Research,2016;20,1:
30-34

吉田賢作 脳神経外科学講座 島しょ地域における血栓溶解療法例の検討
島しょ医療研究会会
誌  8：3─7, 2016

宮脇太一、柳下薫寛

西野宏一、熊坂利夫、瀬
山邦明

朝尾哲彦

朝尾哲彦

南條友央太

鈴木一廣，関谷充晃，藤
井充弘，桑鶴良平，高橋
和久．

呼吸器内科,科学評
論社,2016 (3)；235-
241
結節性硬化症の診
断と治療最前線,
樋野興夫 編、
肺癌診療ポケットガ
イド. 大江裕一郎・渡
辺俊一・伊藤芳紀・
出雲雄大 編, 医学
書院, 東京, 2016
(ISBN978-4-260-
02506-5)がん診療レジデント
マニュアル, 国立が
ん研究センター内科
レジデント 編, 医学
書院, 東京, 2016
(ISBN978-4-260-
02779-3)

新微生物学 (Qシ
リーズ)  第1版．  舘
田一博 編著者， ㈱
日本医事新報社，
2016；114-117

酒井文和 編集，克
誠堂出版㈱，
2016,71-77

Diabetes Frontier,
2016; 27(3)

高橋　和久 肺癌診療ガイドライン2016年版作成委員(髙橋和久)．

齊藤大祐, 杉本大介, 河
野結衣,  佐藤文彦

呼吸器内科学
インスリン強化療法中の2型糖尿病患者における夜間低血
糖を起こしにくい血糖降下薬追加投与によるインスリン注
射回数減少の有用性の検討

齊藤大祐, 杉本大介, 河
野結衣,  佐藤文彦

代謝内分泌内科学

EGFR-TKIおよびALK阻害剤耐性後の治療薬開発の現状

リンパ脈管筋腫症

VI. 薬物療法の副作用対策 A 骨髄抑制, B 悪心・嘔吐.

EBMの手法による
肺癌診療ガイドライ
ン2016年版－悪性
胸膜中皮腫・胸腺腫
瘍含む－．日本肺
癌学会 編，金原出
版㈱，2016.

高血圧患者におけるテルミサルタンが炎症・腎機能マー
カーに与える影響

バランス練習アシスト(トヨタ)の使用経験　透析患者への利
用

 肺がん・悪性胸膜中皮腫

6 ウイルス Q111．インフルエンザウイルス, Q112．麻疹ウ
イルス, Q113．ムンプスウイルス, Q114．風疹ウイルス

結核(2)肺外結核．

インスリン強化療法中の2型糖尿病患者における夜間低血
糖を起こしにくい血糖降下薬追加投与によるインスリン注
射回数減少の有用性の検討
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菊地盤、香川則子、野島
美知夫、吉田幸洋

菊地盤 産婦人科学
【内視鏡外科手術の現状と問題点】 産婦人科内視鏡外科
手術(解説/特集)

産婦人科学 【生殖医療UP-TO-DATE】 未受精卵子凍結(解説/特集)
HORMONE
FRONTIER IN
GYNECOLOGY

児玉建, 熊川みどり, 岩尾
憲明, 今村潤, 佐川公矯

血液内科学
輸血医学を自己学習するためのe-learningシステムの構
築

日本輸血細胞治療
学会誌,
2016;62(4):572

藤井康彦, 田中朝志, 小
高千加子, 加藤栄史, 米
村雄士, 藤島直仁, 佐々
木さき子, 奈良崎正俊, 大
澤俊也, 田崎哲典, 吉場
史朗,岩尾憲明 他

血液内科学 診療科別輸血製剤副作用発生率の調査
日本輸血細胞治療
学会誌,
2016;62(3):451

岩尾憲明, 梶原道, 室井
一男

血液内科学 1 単位赤血球液に係わる考察  アンケート調査を踏まえて
日本輸血細胞治療
学会誌,
2016;62(6):745

竹下明裕, 古牧宏啓, 浅
井隆善, 梶原道子, 岩尾
憲明, 室井一男

血液内科学 高校生の献血意識に関する調査
日本輸血細胞治療
学会誌,
2016;62(6):711

松岡 正造, 牧原 夏子, 生
橋 義之, 蛯名 康彦, 白川
得朗, 山崎 友維, 鈴木 知
志, 角 泰雄, 掛地 吉弘,
山田 秀人

産婦人科学 婦人科・外科共同アニマルラボトレーニングの試み
日本産科婦人科内
視鏡学会雑誌,2016;
31(2): 464-469

日本女性医学学会編 産婦人科学 性感染症
女性医学ガイドブッ
ク　思春期・性成熟
期編　2016年度版

小林 徹, 松岡 正造, 武内
詩織, 長澤 さや, 市山 卓
彦, 山口 舞子, 松田 祐子,
村瀬 佳子, 杉森 弥生, 荻
島 大貴

産婦人科学
自然周期で子宮付属器茎捻転を発症した子宮筋腫合併多
嚢胞性卵巣症候群の1例

東京産科婦人科学
会会誌 2016;65:
212-216

松本 俊治, 小倉 加奈子,
坂口 亜寿美, 荻島 大貴

産婦人科学
内膜ポリープの表面に発生したendometrioid carcinomaと
serous endometrial intraepithelial carcinoma(SEIC)の混在
癌の一例

日本婦人科病理学
会誌 2016;7: 9-11

安東 瞳, 松岡 正造, 酒寄
詩織, 北川 友香梨, 三輪
綾子, 山口 舞子, 松田 祐
子, 村瀬 佳子, 楠木 総司,
杉森 弥生, 荻島 大貴

産婦人科学
妊娠中に喘息発作をきたし一時的に胎児発育不全を認め
た1例

東京産科婦人科学
会会誌 2016;65:
95-601

酒寄 詩織, 杉森 弥生, 安
東 瞳, 北川 友香梨, 山口
舞子, 三輪 綾子, 松田 祐
子, 村瀬 佳子, 楠木 総司,
松岡 正造, 荻島 大貴

産婦人科学
胃癌合併子宮頸癌に対し施行したCDDP/TS-1併用療法
が子宮頸部病変を縮小させた1例

東京産科婦人科学
会会誌 201665:
444-448

菊地盤 産婦人科学
【子宮筋腫の最前線】 子宮筋腫合併不妊の取り扱い(解説
/特集)

産科と婦人科
2016;83:1289-1293

 平沼 賢悟, 杉森 弥生, 安
東 瞳, 酒寄 詩織, 北川 友
香梨, 山口 舞子, 三輪 綾
子, 村瀬 佳子, 楠木 総司,
松岡 正造, 荻島 大貴

産婦人科学 充実性部分を伴わない卵巣癌の3例.
東京産科婦人科学
会会誌 2016;65:
724-730

熊谷 麻子, 竹田 純, 平井
千裕, 島貫 洋太, 牧野 真
太郎, 板倉 敦夫, 竹田 省

産婦人科学
鑑別が困難であった先天性サイトメガロウイルス感染症の
1例

東京産科婦人科学
会会誌 2016;65:
399-403

菊地盤 産婦人科学
婦人科腹腔鏡手術の適応と限界を考える】 腹腔鏡下子宮
筋腫核出術(LM)　術式は手術機器とともにある(解説/特
集)

産婦人科の実際
2016;2: 169-173

池本 裕子, 黒田 恵司, 竹
田 省.

産婦人科学
大学関連病院を含む専攻医指導施設における不妊治療
の実態調査Field Survey of Infertility Treatment of the
General and University-affiliated Hospitals in Kanto

関東連合産科婦人
科学会誌. 2016; 53：
443-7.

李 香蘭, 尾崎 理恵, 熊切
順, 北出 真理, 黒田 恵司,
 地主 誠, 氏平 由紀, 池本
裕子, 高橋 雅也, 齋藤 実
穂, 竹田 省

産婦人科学
術前診断が術後病理診断と乖離した卵巣腫瘍合併妊娠の
1例

東京産科婦人科学
会会誌、2016;65:
515-9

Pharma Medica
2016;34:33-37
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岡田尚子、小川　寿代、
吉場　史朗、寺内　純一、
伊藤　明、髙橋　孝喜、稲

麻酔科学・ペインクリ
ニック講座

産科危機的出血と母体搬送例の輸血療法について：神奈
川県アンケート調査報告第1報

日本輸血細胞治療
学会誌, 2016; 62(3):
462-469

石川理恵　井関雅子　古
賀理恵　山口敬介　稲田
英一

麻酔科学・ペインクリ
ニック講座

急性期から疼痛専門医による治療を受けた帯状疱疹痛患
者の神経障害性疼痛にみられる要素の検討．

PAIN RESEARCH,
2016; 3:156-165.

佐藤大三
麻酔科学・ペインクリ
ニック講座

呼吸管理における最近のモニタリング
人工呼吸, 2016；37：
1649-56

灘大志，佐藤厚夫，津久
井理絵，城裕之.

小児思春期発達・病
態学

川崎病における免疫グロブリン療法後のリバウンド熱に対
する管理指針の提案.

小児感染免疫,
2016; 28:139-43.

榎本達也, 杉田萌, 勝田
陽介, 保利直助, 洪景都,
斎藤理恵, 長谷川理恵,

麻酔科学・ペインクリ
ニック講座

慢性痛患者の特性は抗うつ薬デュロキセチンの治療効果
を予測できるか?

麻酔, 2016; 65(10):
1005-1008

原太一，藤永周一郎，山
田哲史，漆原康子，大友
義之，清水俊明.

小児思春期発達・病
態学

小児期発症特発性ネフローゼ症候群の成人移行症例の
検討.

日本小児腎臓病学
会雑誌, 2016;
29:22-6.

漆原康子，原太一，山田
哲史，藤永周一郎.

小児思春期発達・病
態学

ステロイド依存性微小変化型ネフローゼ症候群に対するシ
クロスポリン1日1回投与法による初回治療の有効性と安
全性.

日本小児腎臓病学
会雑誌, 2016; 29:
67-72.

櫻谷浩志，小澤香菜子，
山田哲史，櫻井俊輔，藤
永周一郎.

小児思春期発達・病
態学

当院におけるエンドトキシン吸着療法施行症例の年代によ
る救命率の検討.

日本小児腎不全学
会雑誌, 2016;
36:140-3.

坂口慶太.
小児思春期発達・病
態学

母乳と児の免疫について.
日本母乳哺育学会
雑誌, 2016; 10:64-
70.

西崎直人，平野大志.
小児思春期発達・病
態学

小児の昼間尿失禁に対するオキシブチニン塩酸塩経皮吸
収型製剤の有効性の検討.

夜尿症研究, 2016;
21:23-8.

馬場洋介，大塚宜一，清
水俊明.

小児思春期発達・病
態学

抗原特異的IgA抗体は小児アレルギー患児の粘膜免疫応
答において重要な因子である.

日本小児アレル
ギー学会雑誌,
2016; 30:237-8.

萩原真一郎，中山佳子，
矢野智則，角田文彦，十
河剛，井上幹大，龍城真
衣子，青松友槻，工藤孝
広，渡辺憲治，岩間達.

小児思春期発達・病
態学

小児小腸バルーン内視鏡の現況.
日本小児栄養消化
器肝臓学会雑誌,
2016; 30:1-7.

東海林宏道，清水俊明.
小児思春期発達・病
態学

早産出生とメタボリックシンドローム.
日本母乳哺育学会
雑誌, 2016; 10:58-
63.

船山理恵，小椋千沙，清
水香織，国崎玲子，藤原
武男，越智真奈美，高橋
美惠子，松岡朋子，清水
泰岳，新井勝大.

小児思春期発達・病
態学

小児クローン病患者における栄養療法および食事療法の
QOLとの関連性について.

日本静脈経腸栄養
学会雑誌, 2016;
31:718-24.

田中恭子.
小児思春期発達・病
態学

“愛着”の科学～ライフサイクルの視点から～.
日本母乳哺育学会
雑誌, 2016; 10:50-7.

大友義之.
小児思春期発達・病
態学

夜尿症患児におけるADHDの併存とその治療.
練馬医学会誌,
2016; 22:46-50.

望月貴博，福島幸裕，岩
間正文，上杉達也，大友
義之.

小児思春期発達・病
態学

夜尿アラーム療法のトイレ誘導による治療効果　使用後ア
ンケート調査より.

夜尿症研究, 2016;
21:35-40.

大山昇一.
小児思春期発達・病
態学

新時代の小児医療のあり方.
佐賀県小児科医会
報, 2016; 35:19-25.

森下むつみ，大山昇一，
山口里恵，井福真友美，
馬嶋恒博，上田琴葉，鈴

小児思春期発達・病
態学

結核の疑いで当院を受診した小児53例の検討.
埼玉県小児科医会
報, 2016; 20:52-5.

築根豊, 八幡悠里子,
佐々木純, 比企誠, 筒井
深雪, 浜埜康晴, 伊藤誠
悟, 宮崎哲朗, 土肥智貴,
圓山雅己, 後藤明彦, 小
松則夫

血液内科学
重篤な心機能障害を伴う未治療ALアミロイドーシスに対す
るbortezomibの有用性

臨床血液,
2016;57(8):987-93

小松則夫, 瀧香織, 小瀬
良克也, 千葉薫子

血液内科学
血液フロンティア 本態性血小板血症患者を対象とした症
状に関するアンケート調査

医薬ジャーナル社 ・
2016;26(7）:76-84
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守尾篤、中原和樹、二川
俊郎、鈴木健司

呼吸器外科学
腫瘍減量手術後化学療法とチロシンキナーゼ阻害薬投与
により長期生存しているEGFR変異陽性進行肺腺癌

胸部外科 (0021-
5252)69巻13号
Page1051-

川越いづみ、河内山宰、
林田和、佐藤大三、鈴木
健司、稲田　栄一

呼吸器外科学
右上葉気管支分岐異常を有する患者における右用二腔
チューブの使用経験

 麻酔 (0021-
4892)65巻6号
Page594-

猪狩史江、小坂 泰二郎,
三浦 弘善, 齊藤 光江, 荒
川 敦

乳腺・内分泌外科学
急激な転帰を辿った基質産生癌成分を含む乳癌の1例(原
著論文/症例報告)

乳癌の臨床 (0911-
2251)31巻1号
Page51-58(2016.03)

大野 美由紀(順天堂大学
医学部附属順天堂医院
乳腺科), 尾形 梢, 田辺 真
彦, 岡崎 みさと, 白石 昭
彦, 荒川 敦, 佐久間 浩,
飯島 耕太郎, 齊藤 光江

乳腺・内分泌外科学
組織型を極める「粗大石灰化」　粗大石灰化を伴う
mucocele-like tumorと乳腺粘液癌の3例(原著論文/症例
報告)

乳腺甲状腺超音波
医学 (2187-2880)5
巻3号 Page27-
30(2016.07)

谷 亮太朗, 阪田 章聖, 木
村 秀, 沖津 宏, 石倉 久
嗣, 川中 妙子, 湯浅 康弘,
後藤 正和, 浜田 陽子, 富
林 敦司, 藏本 俊輔, 池内
真由美, 増田 有理, 枝川
広志, 森 理, 松尾 祐太

消化器・低侵襲外科
学

脾静脈の走行異常を伴う早期胃癌に対する腹腔鏡下胃切
除術の経験

赤十字病院医学雑
誌 21巻1号 ：93-
96(2016.03)

9) 松本 大資, 石倉 久嗣,
木村 秀, 松尾 祐太, 枝川
広志, 谷 亮太朗, 森 理,
増田 有理, 藏本 俊輔, 高
嶋 美佳

消化器・低侵襲外科
学

胸腺非定型的カルチノイドの1切除例

四国医学雑誌
(0037-3699)72巻1-
2号 ：37-
42(2016.04)

山内 卓, 福永 哲, 民上 真
也, 榎本 武治, 松下 恒久,
神田 聡, 大坪 毅人

消化器・低侵襲外科
学

残胃癌に対する腹腔鏡下残胃全摘術施行4例の検討
日本内視鏡外科学
会雑誌 21巻5号 ：
617-622(2016.09)

石橋 雄次, 斎藤 洋之, 大
森 敬太, 若林 和彦, 伊藤
豊, 平野 和彦

消化器・低侵襲外科
学

Hartmann手術後に発症した特発性大腸穿孔の1例
外科 78巻10号 ：
1119-1122(2016.10)

齋藤 洋之, 石橋 雄次, 末
松 友樹, 高橋 深幸, 若林
和彦, 伊藤 豊

消化器・低侵襲外科
学

腹腔鏡下手術をしたS状結腸腹膜垂による絞扼性イレウス
の1例

日本臨床外科学会
雑誌 77巻5号：
1069-1072(2016.05)

吉川 征一郎, 福永 正氣,
福永 哲, 永仮 邦彦, 平崎
憲範, 東 大輔

消化器・低侵襲外科
学

「医原性大腸穿孔」に対する腹腔鏡手術
手術 70巻6号 ：
745-752(2016.05)

真崎 純一, 末松 友樹, 平
塚 美由起, 須田 寛士, 高
橋 深幸, 大森 敬太, 石橋
雄次, 若林 和彦, 伊藤 豊

消化器・低侵襲外科
学

肝硬変による食道胃静脈瘤に対してHassab手術を施行し
た2例

消化器シンポジウム
誌 30巻1号 ：13-
19(2016.02)

石橋 雄次, 高橋 深幸, 末
松 友樹, 大森 敬太, 若林
和彦, 伊藤 豊

消化器・低侵襲外科
学

腹腔鏡下に修復した心不全症状合併多臓器陥入食道裂
孔ヘルニアの1例

日本臨床外科学会
雑誌 77巻5号：
1069-1072(2016.05)

伊藤謙, 須郷広之, 秋本
瑛吾, 関根悠貴, 春山優
理恵, 河合雅也, 宮野省
三, 渡野邉郁雄, 町田理
夫, 北畠俊顕, 李慶文, 児
島邦明, 小倉加奈子

上部消化管外科学 虫垂真性憩室炎の2例
日本腹部救急医学
会雑誌, 2016; 36
（7）:1201-1204

石橋 雄次, 末松 友樹, 斎
藤 洋之, 大森 敬太, 若林
和彦, 伊藤 豊

消化器・低侵襲外科
学

私の工夫 肥満患者の開腹虫垂切除術における皮下の展
開法の工夫

臨床外科 71巻2号：
246-247(2016.02)

高橋良佳，光畑裕正，神
山洋一郎

麻酔科学・ペインクリ
ニック講座

冷えを伴う腰下肢痛患者における当帰四逆加呉茱萸生姜
湯の有用性の検討

日本東洋医学雑誌,
2016; 67：390-393

嵩原一裕, 浦尾正彦, 宮
野省三, 町田理夫, 北畠
俊顕, 児島邦明

上部消化管外科学 成人腸回転異常症に対する術式の検討
日本外科系連合学
会誌, 2016; 41
（1）:15-21

岡田尚子、小川　寿代、
吉場　史朗、寺内　純一、
伊藤　明、髙橋　孝喜、稲

麻酔科学・ペインクリ
ニック講座

産科出血における緊急度による輸血部門対応：神奈川県
アンケート調査報告第2報

日本輸血細胞治療
学会誌, 2016; 62(3):
470-475
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172 木下真由子
整形外科・運動器医
学

骨粗鬆症治療の至適条件の検討
 日本骨粗鬆症学会
雑誌, 2016; 2(2):
170-71

大沢亜紀, 金澤博明, 吉
田圭一, 糸魚川善昭, 丸
山祐一郎, 金子和夫

整形外科・運動器医
学

人工膝関節置換術における関節周囲多剤の薬剤による比
較

JOSKAS, 2016;
41(2): 348-49

大林治, 前田浩行, 最上
敦彦, 小林敦郎, 岩瀬秀
明, 金子和夫

整形外科・運動器医
学

TKA術前と術後1年での重心動揺計による%COP移動可能
距離の検討

臨床バイオメカニク
ス,, 2016; 37: 295-
300

乾哲也，山中誠
整形外科・運動器医
学

不安定型大腿骨転子部骨折に対するワイヤリングの有用
性の検討

Hip Joint, 2016; 42:
1074-77

岩瀬弘明, 藤原三郎, 千
野孔三, 小林望, 尾崎友,
松尾智次, 鈴木雅生

整形外科・運動器医
学

観血的骨接合を要した高齢者寛骨臼骨折の検討　若年者
例との比較から

骨折, 2016; 38(1):
87-89

伊坂陽, 梶原一, 佐藤博
伸, 井下田有芳, 井上毅

整形外科・運動器医
学

足関節外果骨折に対してナチュラルコンタクトプレート（NC
プレート）を使用した術後成績

骨折, 2016; 38:
474-78

伊坂陽, 梶原一, 佐藤博
伸, 井下田有芳, 一青勝
雄

整形外科・運動器医
学

大腿骨ステム周囲骨折に対するネスプロンテープとケーブ
ルプレートシステム（GTR）の使用経験

骨折, 2016; 38:
1038-10

伊坂聡子, 染谷明正, 野
沢雅彦, 井上直樹, 杉原
富人, 長岡　功, 金子和夫

整形外科・運動器医
学

ラット変形性膝関節症モデルに対するコラーゲンペプチド
摂取の効果

Functional Food
Research, 2016; 12:
17-25

伊坂陽, 梶原一, 武藤治,
佐藤博伸, 井下田有芳

整形外科・運動器医
学

環指MP関節掌側脱臼の1例
関東整形災害外科
学会誌, 2016; 47:
179-84

青木浩平, 工藤俊哉, 丸
山祐一郎, 前澤克彦, 西
嶋智子, 金子和夫

整形外科・運動器医
学

足舟状骨体部粉砕骨折に対し一時架橋プレートにて治療
した１例

骨折, 2016; 38(3):
752-55

浅沼雄太, 楠瀬浩一, 武
光真志

整形外科・運動器医
学

橈骨遠位端骨折に背側骨移植は必要か-整復後背側骨欠
損部におけるCT像の検討-

日本手外科学会雑
誌, 2016; 32(6):
1064-66

原聡, 伊藤伸, 春山琢男,
伊藤麻美, 鈴木隆元, 芳
川洋,  池田勝久.

耳鼻咽喉科学講座 急性鼻副鼻腔炎に合併した硬膜下膿瘍例.
耳鼻咽喉科臨床
109, 487-492,2016

安齋崇,  池田勝久. 耳鼻咽喉科学講座
両側同時性顔面神経麻痺をきたしたZoster Sine Herpete
症例.

Facial Nerve
Research 35, 138-
140,2016

安藤純，増田安土，飯塚
和秀，落合友則，高久智
生，大澤俊也，嶋田英
子，渡辺嘉久，小松則
夫，大坂顯通．

輸血・幹細胞制御学
血小板輸血によるアナフィラキシーを契機に診断された先
天性ハプトグロビン欠損症

臨床血液57：2507-
2511，2016.

吉田司、保苅吉秀、林康
子、伊澤奈々、濱田千江
子、野原奈緒、長岡正範

リハビリテーション医
学

バランス練習アシスト（トヨタ）の使用経験～透析患者への
利用～

運動障害, 2016,
26(2): 103-109

大島純平、藤田和利、岸
本健太郎、大須賀慶悟、
鈴木 修、惣田哲次、中井
康友、木内 寛、高尾徹
也、宮川 康、辻村 晃、
野々村祝夫

泌尿器外科学 前立腺癌小線源療法後に持続勃起症を来たした1例
泌尿紀要、62: 605-
607, 2016

高澤直子、藤崎章子、本
郷祥子、堀江重郎、嘉村
康邦

泌尿器外科学
TVT手術で術後テープ縫縮が必要であった症例のcine
MRIでの検討

日本女性骨盤底医
学会誌、2016年、第
13巻1号、55-59

中村弘樹，古賀寛之，宮
野剛，土井崇，岡和田
学，山高篤行

小児外科学
当院における13 トリソミー・18 トリソミー症例の外科治療と
予後に関する検討―倫理的観点をふまえて―

日小外会誌, 2016年
12月; 第52巻 (7)
pp.1285-1289

嵩原一裕，浦尾正彦，宮
野省三，町田理夫，北畠
俊彰，児島邦明

小児外科学 成人腸回転異状症に対する術式の検討
日本外科系連合会
誌41（1）P15-21、
2016

鍬崎恵里子、関谷充晃、
児玉裕三、鈴木健司、植
草利公、髙橋　和久

呼吸器外科学 Finger-in-glove signを呈した孤立性気管支乳頭腫の1例
 日本呼吸器学会誌
 (2186-5876)5巻3号
Page116-

阪野孝充、松永健志、今
清水恒太、高持一矢、王
志明、鈴木健司

呼吸器外科学
左肺全摘後の横隔膜挙上に伴う食道の通過障害を認めた
一例

日本呼吸器外科学
会雑誌 (0919-
0945)30巻1号
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臼井桂介，原 直哉，礒邉
哲，井上達也，黒河千
恵，杉本 聡，笹井啓資，

放射線治療学（放射
線腫瘍学・医学物理
学）

赤外線モニタの信号波形が四次元コーンビームCTの 標
的画像へ与える影響

日放技学誌 2016;
72(6): 469-479.

清水遼、谷木信仁、林
学、金澤亮、三浦寛子、
佐藤公紀、石井重登、伊
藤智康、畑中健、斉藤紘
昭、崔仁煥、渡辺純夫、
椎名秀一朗

消化器画像診断・治
療学

可変型電極を用いた肝癌に対するラジオ波焼灼術の経験
肝臓　2016;57:135-
7.

岡田慎悟，桑鶴良平 放射線診断学 腎・上部尿路疾患のCT・MRI　感染症
臨床画像，
2016;32(11):1228-
1239, メジカル

加藤仁美、井上達郎、桑
鶴良平

放射線診断学 感染症
Multi-Organn
Disease,2016; 61:
1465-1468

大下高志、飛田護邦、田
島聖士、水野博司

形成・再建外科学
予防的幹細胞投与によるステロイド性骨粗鬆症の次世代
治療

Osteoporosis Japan
PLUS 1: 45-47,
2016

千田大貴、吉澤秀和、水
野博司、林　礼人

形成・再建外科学
顔面神経麻痺後遺症に対するA 型ボツリヌス毒素製剤の
長期投与例について

Facial N Res 36:
120-123, 2016

湯浅崇仁, 前澤克彦, 金
子和夫, 野沢雅彦

整形外科・運動器医
学

寛骨臼回転骨切り術後15年以上の長期臨床成績
Hip Joint, 2016; 42:
221-23

清水　梓、門真起子、松
村　崇、田村　浩、土井信
一郎、諏訪　哲、杉村　幸

形成・再建外科学
重症下肢虚血（CLI）患者におけるフットケアチーム診療の
経験

日本下肢救済足病
学会誌 8: 47-52,
2016

諸橋達, 最上敦彦, 神田
章男, 大林治, 金子和夫

整形外科・運動器医
学

ｼｮ-ﾄｽﾃﾑOptimysの1術中骨折および術後沈み込み症例
から考える固定様式と応用集中部位んも検討

Hip Joint, 2016; 42:
734-38

湯浅崇仁, 前澤克彦, 馬
場智規, 松本幹生, 本間
康弘, 野沢雅彦, 金子和

整形外科・運動器医
学

大腿骨骨切り術後に行ったセメントレス人工股関節全置換
術の治療成績

日本人工関節学会
誌, 2016; 45: 779-
80

前澤克彦, 湯浅崇仁, 酒
井健介, 佐藤博伸, 野沢
雅彦, 金子和夫

整形外科・運動器医
学

人工股関節全置換術術後の“メンタル”と股関節周囲筋力
Hip Joint, 2016;
42(1): 121-23

前澤克彦, 湯浅崇仁, 酒
井健介, 丸山祐一郎, 金
子和夫, 野沢雅彦

整形外科・運動器医
学

ロコモ25からみた人工股関節全置換術の効果
日本人工関節学会
誌, 2016; 46: 575-
76

原章, 工藤俊哉 山本康弘
楠瀬浩一 金子和夫

整形外科・運動器医
学

骨性マレット指の保存治療
日手会誌, 2016;
32(6): 1-4

原章, 工藤俊哉, 山本康
弘, 富田善雅, 楠瀬浩一,
金子和夫

整形外科・運動器医
学

非結核性抗酸菌感染による手の化膿性腱鞘炎に対する治
療戦略

日手会誌, 2016;
32(4): 404-07

千野孔三, 藤原三郎, 佐
久間陸友, 岩瀬弘明, 高
山義裕, 松尾智次, 祖父
江省吾, 鈴木雅生, 木下
大輔, 後藤賢司

整形外科・運動器医
学

中下位頸椎脱臼骨折の治療経験
山梨医学, 2016: 43:
73-75

林孝儒　大野隆一　久保
田光昭　酒井健介　菅原
悠　佐藤泰介　向笠文博
金子和夫

整形外科・運動器医
学

変形性膝関節症における歩行機能評価と患者立脚型評
価，画像評価の相関

日本関節 鏡・膝・ス
ポーツ整形外科学
会雑誌, 2016; 41:
186-187

高野弘充, 米澤郁穂, 東
藤貢, 佐藤達哉, 金子和
夫

整形外科・運動器医
学

腰椎における経皮的椎体形成術の生体力学的評価
臨床バイオメカニク
ス, 2016; 37: 159-66

武田純, 最上敦彦, 和田
知樹, 大林治, 金子和夫

整形外科・運動器医
学

SCORPIO NEO を用いた鎖骨遠位端骨折の治療経験
骨折, 2016; 38:
596-600

坂本優子, 前田公一, 桑
原宏朋, 櫻本浩司, 亀田
壮, 森川大智, 山田大樹,
西尾啓史, 福里晋, 野沢
雅彦

整形外科・運動器医
学

THA術後の入院期間に関連する,術後早期のJHEQ因子の
検討

Hip Joint, 2016;
42(1): 134-137

鈴木雅生, 藤原三郎, 千
野孔三, 岩瀬弘明, 金子
和夫

整形外科・運動器医
学

膝関節軽度屈曲位で関節外アプローチを用いた脛骨骨幹
部骨折に対する髄内釘固定術の治療経験

骨折, 2016; 38(3):
740-43

黒川大介, 守屋秀一, 永
元英明, 村木孝行, 高橋
博之, 田中稔

整形外科・運動器医
学

成長期野球選手において遠投練習が上腕骨内側上顆の
形態異常や肩肘痛に与える影響

日本整形外科ス
ポーツ医学会雑誌,
2016; 36(2), 174-77
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林田咲、松下祐樹、坂本
由紀、鳴瀬智史、六反田
賢、柳本惣市、大場誠

歯科口腔外科学研究
室

Medication-Related Osteonecrosis of the jaw (MRONJ)に
対する手術方法の検討

冨嶋 享(順天堂大学 医学
部消化器内科), 崔 仁煥,
斉藤 紘昭, 伊藤 智康, 石
井 重登, 金澤 亮, 三浦 寛
子, 福村 由紀, 川崎 誠治,
椎名 秀一朗, 渡辺 純夫

肝・胆・膵外科学
Covered metallic stentを挿入後3年6ヵ月の長期開存を認
めた乳頭部癌の1例

胆道(0914-0077)30
巻2号 Page274-280
(2016.05)

内科：2016;118：572
‐577

　「雑誌名」欄には、「雑誌名」「巻数・号数」「該当ページ」「出版年」について記載すること。

　当該医療機関に所属する医師等が申請の前年度に発表したもののうち、高度の医療技術の開発および評価
に資するものと判断される主なものを記入すること。

　「発表者の所属」については、論文に記載されている所属先をすべて記載すること。

三浦佳代、加藤俊介
臨床腫瘍学　 臨床腫
瘍学

健診・検診・人間ドック読み方・進め方ガイドブック 今さら聞
けない解釈の基本と対処 第3章 検体検査 9)腫瘍マーカー

影山俊一郎　山口茂夫
三浦佳代　加藤俊介

臨床腫瘍学　 臨床腫
瘍学

腎癌およびその他の癌に対する免疫チェックポイント
癌と化学療法,2016；
43(6)：672-677

野﨑由美、加藤俊介
臨床腫瘍学　 臨床腫
瘍学

骨関連事象
腫瘍内科，2016;18
（4）：371-376

石井 重登, 崔 仁煥, 松村
祐志, 須山 正文, 福村 由
紀, 金澤 亮, 三浦 寛子,
佐藤 公紀, 林 学, 清水
遼, 冨嶋 享, 伊藤 智康,
斉藤 紘昭, 渡辺 純夫, 椎
名 秀一朗.

消化器画像診断・治
療学

化学放射線療法により10年以上の長期生存が得られた切
除不能局所進行膵癌の1例.

膵
臓,2016;31(6):841-
848.

椎名秀一朗、佐藤公紀、
清水遼、林学、谷木信
仁、近藤祐嗣、浅岡良
成、建石良介、小池和彦

消化器画像診断・治
療学

【大腸癌肝転移-最新の治療ストラテジー】　治療の実際 ラ
ジオ波焼灼術(RFA)

臨床外科
2016;71:433-7.

冨嶋享、崔仁煥、斉藤紘
昭、伊藤智康、石井重
登、金澤亮、三浦寛子、
福村由紀、川崎誠治、椎
名秀一朗、渡辺純夫

消化器画像診断・治
療学

Covered metallic stentを挿入後3年6ヵ月の長期開存を認
めた乳頭部癌の1例

胆道　2016;30:274-
80.

三浦 寛子, 崔 仁煥, 斉藤
紘昭, 伊藤 智康, 石井 重
登, 金澤 亮, 冨嶋 享, 渡
辺 純夫, 原 貴恵子, 福村
由紀, 椎名 秀一朗.

消化器画像診断・治
療学

胆管非拡張型の膵・胆管合流異常に合併した胆管癌の1
例

胆
道,2016;30(5):889-
894

脳卒中の外科 2016;
44(4): 286-271

日本口腔外科学会
雑誌,2016; 62:441-
47

田之上俊介, 大石英則
脳神経血管内治療学
講座

大型未破裂脳底動脈先端部動脈瘤に対する血管内治療



(様式第 3) 

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類 

 

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無 

・ 手順書の主な内容 

１．病院倫理委員会で審査を行う人を対象とする医学系研究の範囲 ２．病院倫理委員会承認までの

手順 ３．申請書類について ４．人を対象とする医学系研究実施時の手順 ５．人を対象とする医

学系研究終了（中止）時の手順 ６．人を対象とする医学系研究にあたっての一般的注意事項 

③ 倫理審査委員会の開催状況 年11回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

 2  前年度の実績を記載すること。 

 

 

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の設置状況 

有・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無 

・ 規定の主な内容 

 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の開催状況 

年11回 

(注）前年度の実績を記載すること。 

 

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年2回 

 ・研修の主な内容 

「臨床研究に関する倫理指針」の改正について 

(注）前年度の実績を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

1 研修の内容 

個人のキャリア形式に合わせ、様々な進路（下記参照）がある。 

 ①学位 

 ②学位、専門医 

 ③学位、専門医、指導医 

 ④学位、専門医、指導医、留学・その他 

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師

に対する専門的な研修について記載すること。 

 

2 研修の実績 

  上記研修を受けた医師数           141人 

（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。 

 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

村井 謙治 総合診療科 助手  10年  

大村 寛敏 循環器内科 准教授  27年  

加藤 順子 消化器内科 准教授  21年  

十合 晋作 呼吸器内科 准教授  22年  

堀越 哲 腎・高血圧内科 先任准教授  38年  

野澤 和久 膠原病・リウマチ内科 准教授  25年  

筒井 深雪 血液内科 助教  14年  

佐藤 博亮 糖尿病・内分泌内科 先任准教授  25年  

中野 祥行 メンタルクリニック 准教授  15年  

波田野 琢 脳神経内科 准教授  18年  

稀代 雅彦 小児科・思春期科 准教授  26年  

梶山 美明 食道・胃外科 教授  33年  

丹羽 浩一郎 大腸・肛門外科 助教  13年  

今村 宏 肝・胆・膵外科 准教授  32年  

石橋 雄次 消化器・低侵襲外科 助教  15年  

堀本 義哉 乳腺科 准教授  17年  

梶本 完 心臓血管外科 准教授  16年  

王 志明 呼吸器外科 准教授  25年  

山高 篤行 小児外科・小児泌尿生殖器外科 教授  32年  

下地 一彰 脳神経外科 准教授  21年  

前澤 克彦 整形外科・スポーツ診療科 准教授  28年  

水野 博司 形成外科 教授  27年  

池田 志斈 皮膚科 教授  33年  

和久本 芳彰 泌尿器科 准教授  31年  

中谷 智 眼科 准教授  25年  

伊藤 伸 耳鼻咽喉・頭頸科 准教授  17年  

白石 昭彦 放射線科 准教授  26年  

黒田 恵司 産科・婦人科 准教授  16年  

石川 晴士 麻酔科・ペインクリニック 教授 26年  



平山 哲 臨床検査医学科 准教授  24年  

相原 恒一郎 救急科 准教授 26年  

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 



 
 

(様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画    ２．現状  
管理責任者氏名 天野 篤 

  管理担当者氏名 各部署責任者（大江、岩崎、米澤） 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
診療に関
する諸記
録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
に
掲
げ
る
事
項 

病院日誌 管理課 病院日誌については年
度別管理 
 

各科診療日誌 各部署 
処方せん 薬剤部 
手術記録 診療録管理室（平成21

年5月以降は電子カルテ
システム内） 

2009年1月までは、マイ
クロフィルムで保管 
2009年2月以降は電子カ
ルテで保管。 
※但し、同意書、承諾書
などの紙原本は、「5年
保存」に従い2012年1月
以降のみ外部倉庫で 
保管。 
院外への持ち出しは禁
止。但し、裁判等で病院
に対して提示が求めら
れる場合に限り、院長が
承認の上、許可する。 

看護記録 
検査所見記録 
エックス線写真 
紹介状 
退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書 

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第

三
項
に
掲
げ
る
事
項 

従業者数を明らかにする帳簿 人事課 所属別、診療科別 
高度の医療の提供の実績 管理課 
高度の医療技術の開発及び評価
の実績 

研究推進戦略支援セン
ター、管理課 

高度の医療の研修の実績 医事課 
閲覧実績 管理課 
紹介患者に対する医療提供の実
績 

地域医療連携室 
医事課 

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿 

医事課 
薬剤部 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
一
項
に
掲
げ
る
事
項 

 医療に係る安全管理のための指
針の整備状況 

医療安全管理室 
 

付則に基づき、年1回以上医

療安全管理委員会の議題と

して取り上げ、改正を検討 

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況  

医療安全管理室 
 
 

リスクマネジメント委員会

、医療安全管理委員会、危

機管理・職業倫理委員会、

医療機器安全管理委員会 
医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況 

医療安全管理室 
 
 

全職員に年2回以上のセー

フティーレクチャーの受講

、e-learningの受講を義務

としている 
医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況 

医療安全管理室 
 
 
 

昨年度に多く報告されたイ

ンシデント事例をリスクマ

ネジメント委員会にて検証 

重大事例は医療安全管理委

員会にて検討 

年1回FMEA分析を行い改善

策を検討 



 
 

 
 保 管 場 所 管 理  方  法 

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

院内感染対策のための指針の策
定状況 

感染対策室 院内感染対策ガイドライン

マニュアル、ポケットセーフ

ティーマニュアル、学内HP、

医療情報端末IE 

院内感染対策のための委員会の
開催状況  

感染対策室 順天堂規約集規第平12-6 

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況  

感染対策室 年次ごとに実施 

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況  

感染対策室 感染対策委員会にて報告、

検討 

血液培養ラウンド、感染症

ポケットマニュアル発行、

ICTラウンド、手指衛生遵守

率の測定 

医薬品安全管理責任者の配置状
況  

薬剤部課長 
佐藤邦義 

 

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況  

薬剤部 年次ごとに実施 

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況
   

薬剤部 手順書改定時は医療安全管

理委員会にて承認後、各部

署へ配布 

業務の実施状況は医薬品安

全管理責任者に報告、一覧

表を一元管理 

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況 

薬剤部 学会・企業・行政・院内各

部署からの情報を薬剤部に

おいて収集・解析・一元管

理し、必要な情報を発信 

医療機器安全管理責任者の配置
状況 

臨床工学室長 
稲田英一 

 

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況 

臨床工学室 年次ごとに実施 

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況 

臨床工学室 年次ごとに計画、実施記録

を機器ごとに分類し保管 

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況 

臨床工学室 
 
 

製造販売業者、厚生労働省、

PMDA、JCQHC等から情報を収

集分析し、通知文で周知 

  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

規
則
第
九
条
の
二
十
三
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

医療安全管理責任者の配置状
況 

医療安全管理室 医療安全管理指針に記載 

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況 

院内感染対策ガイドラインマ

ニュアル、ポケットセーフティ

ーマニュアル、の指針に記載 

マニュアルを各部署に配

布 

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況 

薬剤部  

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況 

医療安全管理室 コメディックス掲載 

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況 

診療録管理室  

医療安全管理部門の設置状況 医療安全管理室 医療安全管理指針に記載 

高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況 

医療倫理委員会  

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況 

医療倫理委員会 
医薬品安全管理委員
会 

 

監査委員会の設置状況   

入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況 

医療安全管理室 医療安全管理指針に医療

安全管理室の役割を明記 

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況 

医療安全管理室 
感染対策室 

一般社団法人日本私立医

科大学協会と相互ラウン

ドを実施 

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況 

サービス課  

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況 

人事課 
健康管理室 

 

職員研修の実施状況 医療安全管理室 講習会及びe-learningに

て実施 

管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況 

医療安全管理室 定期的に研修を受講し、受

講証を提出 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理
方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載する
こと。 



(様式第 6) 

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類 

 

○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法 

     計画・現状の別  １．計画      ２．現状  

 閲 覧 責 任 者 氏 名              各所属長、院長 天野篤 

 閲 覧 担 当 者 氏 名              診療録管理室長、管理課長 

 閲覧の求めに応じる場所              診療録管理室内の閲覧室 

 閲覧の手続の概要 

診療録は「順天堂大学医学部附属の医療機関における診療情報提供に関する指針」「順天堂大学医

学部附属順天堂医院における診療録管理規定」に基づき対応 

 

 

 

 

(注)既に医療法施行規則第 9条の 20 第 5 号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院

は現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当

する番号に〇印を付けること。 

 

 

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績 

   前 年 度 の 総 閲 覧 件 数    延        2件 
  閲 覧 者 別   医        師    延         件 

  歯  科  医  師    延         件 
      国    延         1件 
  地 方 公 共 団 体    延         1件 

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。 

 



 
 
 

 
（様式第 6） 

 
規則第１条の11第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 

 
     有・無 

 
 ・ 指針の主な内容： 
1.総則 2.組織体制 3.医療の安全確保を目的とした改善のための方策 
4.安全管理のための職員研修の実施 5.医療事故発生時の対応方法 
6.患者相談窓口の設置 7.安全な医療を提供するための院内規則・手順 
8.医療従事者と患者およびその家族間との情報共有 他 
 

 

 
② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況 
 

・ 設置の有無（ 有・無 ） 
・ 開催状況：年12回 
・ 活動の主な内容： 

1.医療安全管理指針の策定・見直し・改正に関する事項 
2.医療安全管理マニュアルの策定・見直し・改正に関する事項 
3.医療安全管理指針の職員への周知および医療安全管理に関する職員研修の企
画・立案に関する事項 
4.医療事故等発生に係る対応および再発防止策の検討立案に関する事項 
5.医療事故防止対策の実施および職員への周知に関する事項 
6.全死亡事例およびレベル3b以上事例報告に関する事項 
7.医療安全に関する院長からの諮問事項 
8.その他医療安全の推進のために必要な事項 

 

 
③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 

 
     年20回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
1.全職員受講義務のe-learningにて「医療安全の推進」を受講 
2.講義形式の研修として「医療安全について」「接遇マナーのすすめ」「個人
情報漏洩対策について」「医療事故調査制度について」「転倒対策について」
「輸血療法の考え方」「静脈穿刺による神経損傷について」「院内における個
人情報の取扱いについて」「医薬品安全について」「医療機器安全管理につい
て」「研究倫理について」「生体モニタの取扱いについて」等 

 

 
④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施

状況 
 
   ・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有・無 ） 
   ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
1.事例についてRCAなどの手法を用いた分析 
2.FMEA分析を行い、改善策を検討している（年1回） 
 
 
 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 



 
 
 

 
（様式第 6） 
 
規則第１条の 11 第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 院内感染対策のための指針の策定状況 

 
    有・無 

 
  ・ 指針の主な内容： 
1.医療関連感染対策に関する基本的な考え方 
2.感染対策委員会の組織に関する基本事項 
3.専任の医療関連感染対策を行うものあるいは院内感染管理者の配置 
4.医療関連感染対策のための職員に対する研修に関する基本指針 
5.感染症の発生状況の報告に関する基本指針 
6.医療関連感染発生時の対応に関する基本方針 
7.患者等に対する当院の医療関連感染対策指針の閲覧に関する基本指針 
8.その他医療関連感染対策の推進のために必要な基本方針 
 
② 院内感染対策のための委員会の開催状況 

 
年12回 

 
  ・ 活動の主な内容： 
1.院内で発生した感染症の分布とその対応について、ガイドライン・マニュアルに従い感染対策室か
らの現場指導を受けながら有効性の確認や検証を実施 
2.MRSA院内伝播数に応じ感染対策の実施と徹底を主体的に促すシステムを運営、感染対策の実施状況
の報告やアウトブレイク発生対応の報告 
3.針刺し切創について、院内の届出の集計結果をもとに改善策を検討 
4.滅菌室から滅菌機・洗浄機の稼働状況の報告、トラブル発生状況と原因・対策の報告を受け、必要
時改善策の検討を実施 
5.ICTラウンドの実施状況の報告および改善策の検討 
6.医療関連感染サーベイランスの報告および改善策の検討 
7.感染対策小委員会 
 
③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 

 
年17回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
1.「当院の感染制御の考え方」「手指衛生と標準予防策」「感染経路別予防策」「針刺し切創・粘膜
曝露防止策」 
2.感染対策講習会（年2回）、就任時オリエンテーションにて感染対策の基本動作 
3.旅行者感染症やインフルエンザ・感染性胃腸炎など季節性や時事の話題性のある疾患について適宜
取り上げ注意喚起 
4.コメディカルや委託業者に対し、各々の職種の業務内容に合わせた基本的な感染対策（手指衛生と
環境整備） 
 
 
 
④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 
 
  ・ 病院における発生状況の報告等の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
1.選択的MRSA保菌者のスクリーニング検査実施 
2.現場主導型のMRSA感染対策活動（レベルゼロシステム） 
3.手指衛生遵守率向上に向けた取組 
4.MDROサーベイランスとアウトブレイク対応 
5.医療関連感染サーベイランス（BSI・SSI・VAP・UTI）と改善の取組 
6.抗菌薬委員会と連携した抗菌薬処方の適正化活動 
7.ICTラウンドで衛生的な環境の維持とガイドラインマニュアルに沿った感染対策の実施状況の確認 
8.リンクメンバー全体会でのリンクスタッフ教育およびリンクスタッフによる現場の教育・指導 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 



 
 
 

 
（様式第 6） 
 
規則第１条の11第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る

措置 
 
 
① 医薬品安全管理責任者の配置状況 

 
    有・無 

 
② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年6回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
1.注射薬の特性と安全管理 2.抗がん剤の取扱い 
3.麻酔の取扱い 4.血漿分画製剤の取扱い 
 
 
 
 
 
③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 
 
 ・ 手順書の作成        （ 有・無 ） 
 ・ 業務の主な内容： 
1.患者への医薬品の使用の確認 2.調剤業務 3.医薬品情報の業務 
4.輸血、血液管理の確認 5.製剤業務 6.検査試薬の使用 
7.医薬品の採用、購入管理業務 8.病棟業務 
9.手順書チェック表を用い、部署ごとに月1回前月の医薬品の安全使用を確認 等 
 
 
④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その

他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
1.未承認医薬品等評価小委員会での倫理的・科学的妥当性および適切な使用方法について審査 
2.未承認医薬品等評価小委員会から医薬品安全管理委員会への未承認医薬品等の採用の適否使用条
件等について検討結果の報告 
3.医薬品情報の院内通知および学内メールにより情報を発信するとともに必要に応じ、医療情報端末
に掲示し、院内へ周知 
4.副作用情報を収集し、副作用（有害事象）報告マニュアルに従い記録し、所属長・医薬品安全管理
責任者に報告、厚労省への報告の必要性の検討および報告、院内の医療スタッフに対し学内メール、
印刷物等により情報伝達し、情報の共有をはかる 
5.業務手順書の定期的な見直し（年1回以上） 
 
 
 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 

 
（様式第 6） 
 
規則第１条の11第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係

る措置 
 
 
① 医療機器安全管理責任者の配置状況 

 
   有・無 

 
② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年50回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
1.人工心肺装置 2.閉鎖式保育器 3.補助循環装置 4.高エネルギー放射線装置 
5.人工呼吸器 6.輸液ポンプ 7.血液浄化装置 8.シリンジポンプ 9.除細動器 
 
 
 
 
 
③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 
 
 ・ 医療機器に係る計画の策定        （ 有・無 ） 
 ・ 保守点検の主な内容： 
1. 人工心肺装置 2.閉鎖式保育器 3.補助循環装置 4.高エネルギー放射線装置 
5.人工呼吸器 6.輸液ポンプ 7.血液浄化装置 8.シリンジポンプ 9.除細動器 
10.全身麻酔器 
 
 
 
 
④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集

その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
1.製造販売業者、厚生労働省、PMDA、JCQHC等からの情報を書面で院内各部署に発信 
2.医療機器の安全使用についてセーフティーレクチャーにて研修会を開催 
 
 
 
 
 
 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 

 



 
 
 

 
（様式第 6） 

 
規則第９条の 23 第１項第１号から第 15 号に掲げる事項の実施状況 

 
 
① 医療安全管理責任者の配置状況 

 
     有・無 

 
・責任者の資格（医師・歯科医師） 医師 
・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び医療
機器安全管理責任者の統括状況 
 医療安全管理委員会、医薬品安全管理委員会の委員として各種委員会へ出席し、審議内容の確認を行
う。医療機器安全管理委員会については医療安全管理委員会において委員会報告を確認する。 
 
② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 

 
 有（ 4名）・無 

 

③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況 

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況 

 緊急安全性情報、安全性速報、医薬品・医療機器等安全性情報の収集・管理し、院内通知および学内

メールにより情報を発信。必要に応じて医療情報端末に掲示し、院内へ周知。 

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況 

「順天堂大学医学部附属順天堂医院未承認の医薬品等による医療の提供に関する規程」の策定 

 未承認医薬品等評価小委員会の設置 

・担当者の指名の有無（有・無） 

・担当者の所属・職種： 

（所属：薬剤部 ，職種 薬剤師   ）  （所属：    ，職種       ） 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

 

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 有・無 

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関する規

程の作成の有無  （ 有・無 ） 

・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、及び指導の主な内容：

IC を得る手順、説明事項、文書による IC の必要な検査治療、新規 IC用紙作成からの使用までの流れ、

IC 成立要件、IC のチェック項目 等 

 

 

 

 



 
 
 

 

⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 有・無 

・診療録等の記載内容の確認、及び指導の主な内容： 

電子カルテの医師記載点検および訂正依頼、サマリー受領、がん登録、診療録管理システムへの患者情

報登録、診療録管理システム各種マスター管理、DPC 関連業務、診療録の原本管理、システムスキャナ

への取り込み、診療録貸出・返却・閲覧、解剖報告書整理医療情報システムスキャナ取込み、疾病及び

医療行為の ICD コーディング 

⑥ 医療安全管理部門の設置状況 有・無 

・所属職員：専従（2）名、専任（1）名、兼任（5）名 

 うち医師：専従（ ）名、専任（ ）名、兼任（2）名 

 うち薬剤師：専従（ ）名、専任（ ）名、兼任（3）名 

 うち看護師：専従（1）名、専任（ ）名、兼任（ ）名 

（注）報告書を提出する年度の 10月１日現在の員数を記入すること 

・活動の主な内容： 

①医療の安全を確保するための改善方策に関すること 

・ ｢インシデントレポート」による情報の収集・分析 

・ 医療事故予防策、再発防止策の立案、実施、評価および見直し 

・ 安全な医療提供のためのガイドラインやマニュアルの策定に関すること 

・ 患者からの苦情・要望等の分析および医療安全管理への活用 

②医療安全管理のための職員への企画・運営および院内広報等の企画・実施 

③医療事故発生時の対応に関すること 

・ 診療録・看護記録等への記載状況についての確認・指導 

・ 患者への診療や説明等の対応状況についての確認・指導 

④医療安全管理委員会の円滑な運営に関すること 

・ 医療安全管理委員会に対する議題の提案 

・ 医療安全管理委員会の資料作成、議事録作成等の庶務 

⑤医療安全管理に関する院内の連絡調整 

⑥院内の死亡事例報告収集・分析 

⑦医療安全に資する診療内容のモニタリング 

⑧職員の医療安全への認識の調査・確認 

⑨その他医療安全管理に関する業務 
 
※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療に係
る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。 
※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識につ
いての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 

 

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況 

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療技

術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・無 ） 

・活動の主な内容：各診療科にて高難度新規医療技術を実施したい場合に、医療倫理委員会に審議申請

をし、医療の提供について適否を審議する。 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

 

⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況 

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療技

術の提供の適否を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・無 ） 

・活動の主な内容：各診療科にて未承認新規医薬品を使用したい場合に、委員会に審議申請をし、医療

の提供について適否を審議する。 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有・無 ） 

⑨ 監査委員会の設置状況 有・無 

・監査委員会の開催状況：年 2 回 

・活動の主な内容：管理者の下で医療安全管理責任者、医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬

品安全管理責任者等の業務が適切に実施されているか等についての確認を行う。必要に応じて、是正措

置を講じるよう意見を述べる。 

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員名簿の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員の選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法：順天堂大学医学部附属順天堂医院ホームページへの掲載 

 

 

 

 

 



 
 
 

 

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

尾崎 治夫 東京都医師会会長 〇 現医師会長として厳正

な監査が実施できる 

有・無 医療に係る安全管理

に関する識見を有す

る者 

浅田 真弓 (公社)日本精神科病

院協会指定弁護士 

 病院管理学修士修了者

であり医療に詳しい弁

護士として選定 

有・無 法律に関する識見を

有する者 

村山 徹 アクセンチュア代表

取締役社長 

 診療情報 WG の委員を

経験している 

有・無 医療を受ける者その

他の医療従事者以外

の者 

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 
  



 
 
 

 

⑩ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況 

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年 218 件 

・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になったも

のとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実及

び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年 86件 

・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容 

全死亡事例および報告レベル 3ｂ以上事例報告に関する検討 

①死亡事例 

 医療安全管理室の討議にて報告全死亡事例について、①明らかな病死②検討を必要とする事例③

疑義のある事例に分類し、①については一覧表で概略を報告。②については各診療科及び関連部署

で開催したＭＭカンファレンス議事、解剖結果を提出いただき、医療安全管理室室員の実施したカ

ルテレビューとあわせ、検討している。③については報告のあった時点で院長報告、必要に応じ緊

急会議を開催し検討を行う。 

②報告レベル３ｂ以上事例 

  医療安全管理委員会にて事例検討を実施。 

⑪ 他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況 

・他の特定機能病院等への立入り（ 有（病院名：昭和大学病院     ）・無） 

・他の特定機能病院等からの立入り受入れ（ 有（病院名：昭和大学病院 ）・無） 

・技術的助言の実施状況 

 平成 29年 2月 6日に実施、インシデントレポートの提出に関して学生の実習前医療安全講習の中

でも教育していくことが重要であると助言いただいた。 

⑫ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 

・体制の確保状況 

患者相談窓口「患者さん相談コーナー」で対応 

⑬ 医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合等の情報提供を受け付けるための窓口の状況 

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ 有・無 ） 

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための方

策その他窓口の設置に関しする必要な定めの有無（ 有・無 ） 

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ 有・無 ） 

 

 



 
 
 

 

⑭ 職員研修の実施状況 

・研修の実施状況 

医療安全研修会 e-learning 及び講演会を年 13回開催 

 

⑮ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況 

・研修の実施状況 

院長、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者、医療機器安全管理責任者は、それぞれ自己の業

務遂行に必要な研修を最低 1回/年受講し、受講証書コピーを医療安全管理委員会に提出する。受講

証コピーは医療安全管理室にて 5年間保管する。 

 

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1

日の員数を記入すること） 



 
 

(様式第 8) 

                                                           順大発本第 29-417 号  

平成 29 年 10 月 4 日  

 

  厚生労働大臣        殿 

開設者名 学校法人 順天堂 

理事長 小川 秀興 (印)  

 

医療に係る安全管理のための体制整備に関する計画について 

 

 標記について、次のとおり提出します。 

 

記 

 
1. 管理職員研修（医療に係る安全管理のための研修、管理者、医療安全管理責任者、医薬

品安全管理責任者、医療機器安全管理責任者向け）を実施するための予定措置 
院長・医療安全管理責任者・医薬品安全管理責任者・医療機器安全管理責任者は、それぞ

れ自己の業務遂行のために必要な研修を最低 1 回／年受講し、受講証書コピーを「医療安

全管理委員会」に提出する。受講証コピーは医療安全管理室にて 5 年間保管する。 
今年度は東京都医師会主催の研修を受講予定。 
 
 
2. 医療安全管理部門の人員体制 
・所属職員：専従（2）名、専任（1）名、兼任（5）名 
 うち医師：専従（ ）名、専任（1）名、兼任（2）名 
 うち薬剤師：専従（ ）名、専任（ ）名、兼任（3）名 
 うち看護師：専従（1）名、専任（ ）名、兼任（ ）名 
 
 
 
 
3. 医療安全管理部門の専従職員を配置するための予定措置 
看護師については配置済み 
医師については、現在 3 名で対応、うち 1 名が就業時間の約 6 割を医療安全部門の業務に

従事している。今後は医療安全管理を行う医師の育成に力を注ぎ、平成 30 年 3 月までに 5
割以上を医療安全部門の業務に従事する医師を 1 人新たに配置する。 
薬剤師については、平成 30 年 4 月には専任薬剤師を配置する予定。 
 
 


